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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構成制御システムを備える乗員支持システムであって、前記構成制御システムは、
　乗員に関連付けられる乗員データを取得するように構成されるインターフェイスと、
　前記乗員データを受け取り、前記乗員データを使用して一組の身体比率を計算し、前記
身体比率および乗員データを使用して外的な身体の寸法を計算し、前記乗員の肉体の厚さ
の推定値および前記外的な身体の寸法を使用して内的な身体の寸法を計算し、前記乗員の
快適性および／または安全性が高められるように、内的な身体の寸法および予め定められ
た基準を使用して前記乗員の最良適合の身体配置を計算する手段を提供するように構成さ
れるコンピュータとを含む、乗員支持システム。
【請求項２】
　車両に含まれる車両フレームに取り付けられるように構成される車両座席をさらに備え
、前記インターフェイスは、前記車両座席に関連付けられる車両データを取得するように
さらに構成され、前記コンピュータは、前記内的な身体の寸法、前記予め定められた基準
、および前記車両データを使用して最良適合の座席ソリューションを計算するようにさら
に構成される、請求項１に記載の乗員支持システム。
【請求項３】
　前記コンピュータは、前記最良適合の座席ソリューションを使用して前記車両座席の最
良適合の配置を生成し、前記車両座席を前記最良適合の配置に動かす指示を通信するよう
にさらに構成される、請求項２に記載の乗員支持システム。



(2) JP 5996542 B2 2016.9.21

10

20

30

40

50

【請求項４】
　前記インターフェイスは、前記乗員に一式の質問をして乗員の身体部分を測定すること
によって前記乗員から取得される乗員データが手動で入力される結果として乗員データを
取得する、請求項１から３のいずれかに記載の乗員支持システム。
【請求項５】
　前記構成制御システムは、前記乗員をスキャンすることに応答して乗員データを生成す
るように構成されるセンサをさらに含み、前記センサは、前記乗員データを前記コンピュ
ータに伝えるために前記コンピュータに結合される、請求項１から４のいずれかに記載の
乗員支持システム。
【請求項６】
　前記コンピュータは、前記インターフェイスから間隔を空けて設けられ、前記構成制御
システムに含まれる通信ユニットによって前記インターフェイスと通信するために前記イ
ンターフェイスに結合される、請求項１から５のいずれかに記載の乗員支持システム。
【請求項７】
　車両座席をさらに備え、車両座席は、車両フレームに対する相対的な移動のために車両
に含まれる前記車両フレームに取り付けられるように構成される座席底部と、前記座席底
部に結合され、前記座席底部に対して座席背部の枢動軸回りに枢動する座席背部と、前記
座席底部、前記座席背部、および、前記構成制御システムに結合され、前記座席底部およ
び前記座席背部を動かす指示を受け、前記乗員が前記最良適合の身体配置となるように前
記座席背部および前記座席底部を配置する座席制御部とを含む、請求項１から６のいずれ
かに記載の乗員支持システム。
【請求項８】
　空気システムをさらに備え、空気システムは、車両座席に結合される空気袋と、加圧空
気を前記袋に提供するために前記空気袋に結合され、前記コンピュータからの命令を受信
するために前記コンピュータに結合される加圧空気源と、前記袋内の空気圧を感知し、前
記感知された圧力を前記コンピュータに伝え、前記空気袋内の前記空気圧を許容可能な圧
力範囲に維持するように前記加圧空気源に対して前記コンピュータに命令させるために前
記空気袋に結合される圧力センサとを含む、請求項１から７のいずれかに記載の乗員支持
システム。
【請求項９】
　予測システムをさらに備え、予測システムは、地球に対する車両の位置データを判定す
るように構成されるＧＰＳユニットと、車両の前記位置データを受け取り、前記車両が軌
道に沿って移動するにつれて地球に対する前記車両の予測未来位置を判定するために前記
ＧＰＳユニットに結合され、対応する前記車両の予測未来位置データを前記コンピュータ
に送信するために前記コンピュータに結合されるマップ化ユニットとを含み、
　前記コンピュータは、前記車両が前記予測未来位置にある場合に前記乗員の快適性およ
び／または安全性が高められるように、前記予測未来位置データおよび前記乗員データを
使用して、修正された最良適合の身体配置を計算するよう、さらに構成される、請求項１
から８のいずれかに記載の乗員支持システム。
【請求項１０】
　乗員支持システムであって、
　車両座席を備え、車両座席は、車両フレームに対する相対的な移動のために車両に含ま
れる前記車両フレームに取り付けられるように構成される座席底部と、前記座席底部に結
合され、前記座席底部に対して座席背部の枢動軸回りに枢動する座席背部と、前記座席背
部および前記座席底部の動きを制御するために前記座席背部および前記座席底部に結合さ
れる座席動作システムとを含み、乗員支持システムはさらに、
　構成制御システムを備え、構成制御システムは、前記乗員に関連付けられる乗員データ
および前記車両座席に関連付けられる車両データを取得するように構成されるインターフ
ェイスと、乗員データおよび車両データを受信し、前記乗員データを使用して一組の身体
比率を計算し、前記身体比率および前記乗員データを使用して外的な身体の寸法を計算し
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、前記乗員の肉体の厚さの推定値および前記外的な身体の寸法を使用して内的な身体の寸
法を計算し、前記内的な身体の寸法および予め定められた基準を使用して乗員の最良適合
の身体配置を計算し、最良適合の身体配置、前記車両データ、および前記予め定められた
基準を使用して最良適合の座席ソリューションを計算し、前記最良適合の座席ソリューシ
ョンを前記座席動作システムに伝え、前記乗員の快適性および／または安全性が高まるよ
うに、前記座席底部および前記座席背部を前記車両座席の最良適合の配置へと移動させる
手段を提供するように構成されるコンピュータとを含む、乗員支持システム。
【請求項１１】
　乗員支持システムであって、
　車両座席を備え、車両座席は、車両フレームに対する相対的な移動のために車両に含ま
れる前記車両フレームに取り付けられるように構成される座席底部と、前記座席底部に結
合され、前記座席底部に対して座席背部の枢動軸回りに枢動する座席背部と、前記座席背
部および前記座席底部の動きを制御するために前記座席背部および前記座席底部に結合さ
れる座席動作システムとを含み、乗員支持システムはさらに、
　空気システムを備え、空気システムは、前記車両座席に結合され、前記車両座席に着座
する乗員を支持するように構成された空気袋と、加圧空気を前記袋に提供するために前記
空気袋に結合され、前記座席動作システムから命令を受け取るために前記座席動作システ
ムに結合される加圧空気源と、前記空気袋に結合され、前記袋内の空気圧を感知するよう
に構成され、前記感知した圧力を前記座席動作システムに伝えるために前記座席動作シス
テムに結合される圧力センサとを含み、
　前記座席動作システムは、許容可能な圧力範囲内に前記空気袋の前記空気圧を維持する
ように前記加圧空気源に命令するように構成され、
　構成制御システムをさらに備え、構成制御システムは、前記乗員に関連付けられる乗員
データおよび前記車両座席に関連付けられる車両データを取得するように構成されるイン
ターフェイスと、乗員データおよび車両データを受け取り、前記乗員データを使用して一
組の身体比率を計算し、前記身体比率および前記乗員データを使用して外的な身体の寸法
を計算し、前記乗員の肉体の厚さの推定値および外的な身体の寸法を使用して内的な身体
の寸法を計算し、前記内的な身体の寸法および予め定められた基準を使用して前記乗員の
最良適合の身体配置を計算し、最良適合の身体配置、前記車両データ、および前記予め定
められた基準を使用して最良適合の座席ソリューションを計算し、前記車両座席の最良適
合の配置を確立する位置に前記座席底部および前記座席背部の位置を動かす前記最良適合
の座席ソリューションを前記座席動作システムに伝え、前記車両座席が前記最良適合の配
置となり、前記空気袋が前記許容可能な圧力範囲となる、前記車両座席および前記空気シ
ステムの最適適合配置を実現するように、前記座席動作システムに前記空気システムを起
動させる手段を提供するように構成されたコンピュータとを含む、乗員支持システム。
【請求項１２】
　予測システムをさらに備え、予測システムは、地球に対する車両の位置を判定するよう
に構成されたＧＰＳユニットと、前記車両の前記位置を受け取り、前記車両が軌道に沿っ
て進むにつれて地球に対する前記車両の予測未来位置を判定するために前記ＧＰＳユニッ
トに結合され、対応する予測未来位置データを前記コンピュータに送信するために前記コ
ンピュータに結合されるマップ化ユニットとを含み、
　前記コンピュータは、前記予測未来位置データ、前記最良適合の座席ソリューション、
および前記車両データを使用し、前記座席底部および前記座席背部を修正された最良適合
の配置に動かす修正された最良適合の座席ソリューションを計算し、前記修正された最良
適合の座席ソリューションを前記座席動作システムに伝え、前記車両座席および前記空気
システムの修正された前記最適適合配置が実現し、前記車両が前記予測未来位置にある場
合に前記乗員の快適性および／または安全性が高められるように、前記座席動作システム
に前記空気システムを起動させるようにさらに構成される、請求項１１に記載の乗員支持
システム。
【請求項１３】
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　乗員支持システムであって、
　車両座席を備え、車両座席は、車両フレームに対する相対的な動作のために車両に含ま
れる前記車両フレームに取り付けられるように構成される座席底部と、前記座席底部に結
合され、前記座席底部に対して相対的に座席背部の枢動軸回りに枢動する座席背部と、前
記座席背部および前記座席底部に結合され、前記座席背部および前記座席底部の動作を制
御する座席動作システムとを含み、乗員支持システムはさらに、
　予測システムを備え、予測システムは、地球に対する相対的な車両の実際の位置を判定
するように構成されたＧＰＳユニットと、前記ＧＰＳユニットに結合され、前記車両の前
記位置を受け取り、前記車両が軌道に沿って動くにつれて地球に対する相対的な前記車両
の予測未来位置を判定するマップ化ユニットとを含み、前記マップ化ユニットは、前記座
席動作システムに結合され、対応する予測未来位置データを前記座席動作システムに送り
、前記座席動作システムは、前記予測未来位置データを使用して前記車両座席の予測配置
を計算し、前記車両が前記予測未来位置を通過するにつれて前記乗員が前記車両座席によ
って支持されるように、前記座席底部および前記座席背部を動かし、前記車両座席の前記
予測配置を実現させ、
　構成制御システムをさらに備え、構成制御システムは、前記乗員に関連付けられる乗員
データおよび前記車両座席に関連付けられる車両データを取得するように構成されたイン
ターフェイスと、乗員データおよび車両データを受け取り、前記乗員データを使用して一
組の身体比率を計算し、前記身体比率および前記乗員データを使用して外的な身体の寸法
を計算し、前記乗員の肉体の厚さの推定値および外的な身体の寸法を用いて内的な身体寸
法を計算し、前記内的な身体の寸法および予め定められた基準を用いて前記乗員の最良適
合の身体配置を計算し、前記最良適合の身体配置、前記車両データ、前記予め定められた
基準、および前記予測未来位置データを使用して、予測された最良適合の座席ソリューシ
ョンを計算し、前記予測された最良適合の座席ソリューションを前記座席動作システムに
伝えるための手段を提供するように構成されるコンピュータとを含み、前記車両が前記予
測未来位置を通過すると前記乗員が支持されるように前記座席底部および前記座席背部を
動かし、前記車両座席の予測された最良適合の配置を実現する、乗員支持システム。
【請求項１４】
　前記予測システムは、天候データおよび交通データの一方を受け取るように構成された
受信部をさらに含み、前記受信部は、前記座席動作システムに結合され、天候データおよ
び交通データの一方を前記座席動作システムに伝え、前記座席動作システムは、前記車両
の前記予測未来位置ならびに天候データおよび交通データの一方を使用して、前記車両座
席の向上した予測配置を計算し、前記座席動作システムは、前記車両が前記予測未来位置
を通過すると前記乗員が前記車両座席によって支持されるように、前記座席底部および前
記座席背部を動かし、前記車両座席の前記向上した予測配置を実現する、請求項１３に記
載の乗員支持システム。
【請求項１５】
　乗員の身体のための最良適合の身体配置を生成して使用する方法であって、前記方法は
、
　前記乗員に関連付けられる乗員データをインターフェイスを介して取得するステップと
、
　内的な身体の寸法および予め定められた基準を使用して前記乗員の前記最良適合の身体
配置を計算するステップとを備え、
　前記乗員の快適性および／または安全性は、前記乗員の身体が前記最良適合の身体配置
にある場合に高められ、
　前記最良適合の身体配置の前記計算は、前記乗員データを使用した一組の身体比率の計
算を含み、
　前記最良適合の配置の前記計算は、
　前記身体比率および前記乗員データを使用した外的な身体の寸法の計算と、
　前記乗員の肉体の厚さの推定値および外的な身体の寸法を使用した前記内的な身体の寸
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法の計算とを含む、方法。
【請求項１６】
　前記乗員によって使用される車両座席に関連付けられる車両データを取得するステップ
と、前記内的な身体の寸法、前記予め定められた基準、および車両データを使用して最良
適合の座席ソリューションを計算するステップとをさらに備える、請求項１５に記載の方
法。
【請求項１７】
　前記最良適合の座席ソリューションを使用して前記車両座席の最良適合の配置を生成す
るステップと、前記車両座席を前記最良適合の配置に動かすための指示を伝えるステップ
とをさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記車両座席を前記最良適合の配置に動かすための前記指示は、前記乗員が前記最良適
合の身体配置となるように座席背部および座席底部を配置させるために前記座席底部およ
び前記座席背部を動かす指示を含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記車両座席に含まれる空気システムのための命令を生成するステップをさらに備え、
前記空気システムは、前記車両座席に結合される空気袋と、加圧空気を前記袋に提供する
ために前記空気袋に結合された加圧空気源とを含み、
　前記空気袋に結合されたセンサを使用して前記袋内の圧力を感知するステップと、
　前記感知された圧力に基づき、前記空気袋内の前記空気圧を許容可能な範囲内に維持す
るステップとをさらに備える、請求項１６から１８のいずれかに記載の方法。
【請求項２０】
　前記車両座席が最良適合の配置となり、前記空気袋が前記許容可能な圧力範囲となる、
前記車両座席および前記空気システムの最適適合配置が実現されるように前記空気システ
ムを起動するステップをさらに備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記乗員に一式の質問をして、乗員の身体部分を測定することによって前記乗員から取
得された手動での入力による乗員データを受け取った結果として前記乗員データが取得さ
れる、請求項１５から２０のいずれかに記載の方法。
【請求項２２】
　前記乗員をスキャンするセンサを使用して乗員データを生成するステップをさらに備え
る、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　地球に対する相対的な車両の位置データを判定するステップと、
　前記車両が経路に沿って動くにつれて地球に対する前記車両の予測未来位置を判定し、
対応する前記車両の予測未来位置データを生成するステップと、
　前記車両が前記予測未来位置にある場合に前記乗員の快適性および／または安全性が高
められるように、前記予測未来位置データおよび前記乗員データを使用して、修正された
最良適合の身体配置を計算するステップとをさらに備える、請求項１５から２２のいずれ
かに記載の方法。
【請求項２４】
　前記車両座席が前記最良適合の配置にある場合に前記乗員の快適性および／または安全
性が高められるように、前記最良適合の座席ソリューションを使用して、前記車両座席を
最良適合の配置とするために、車両座席の座席底部および座席背部を移動させるための指
示を生成する、請求項１９に記載の方法。
【請求項２５】
　予測未来位置データ、前記最良適合の座席ソリューション、および前記車両データを使
用して、修正された最良適合の座席ソリューションを計算するステップと、
　前記車両座席および前記空気システムの前記修正された最適適合配置が実現し、前記車
両が前記予測未来位置にある場合に前記乗員の快適性および／または安全性が高められる
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ように、前記座席底部および前記座席背部を前記修正された最良適合の配置に動かし、空
気システムを起動する指示を生成するステップとをさらに備える、請求項１９に記載の方
法。
【請求項２６】
　予測未来位置データ、前記最良適合の座席ソリューション、および前記車両データを使
用して、修正された最良適合の座席ソリューションを計算するステップと、
　前記車両座席および前記空気システムの前記修正された最適適合配置が実現し、前記車
両が前記予測未来位置を通過する場合に前記乗員の快適性および／または安全性が高めら
れるように、前記座席底部および前記座席背部を前記修正された最良適合の配置に動かし
、空気システムを起動する指示を生成するステップとをさらに備える、請求項１９に記載
の方法。
【請求項２７】
　前記最良適合の身体配置、車両データ、および前記予め定められた基準を使用して、最
良適合の座席ソリューションを計算するステップをさらに備える、請求項２４から２６の
いずれかに記載の方法。
【請求項２８】
　前記内的な身体の寸法は、前記乗員の骨寸法を用いて判定され、前記骨寸法は、前記乗
員データに基づいて判定される、請求項１５から２７のいずれかに記載の方法。
【請求項２９】
　前記乗員データは、前記インターフェイスを使用して撮像された画像に含まれる画像デ
ータに基づいて生成される、請求項１５から２８のいずれかに記載の方法。
【請求項３０】
　前記画像を使用した前記乗員の身体寸法の測定を可能とするために前記インターフェイ
ス上にキャリパの表示を出力するステップをさらに備える、請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　請求項１５から３０のいずれかに記載の方法をコンピュータに実行させるためのプログ
ラム。
【請求項３２】
　座席のための構成制御システムを備える乗員支持システムであって、前記構成制御シス
テムは、
　乗員に関連付けられる乗員データを取得するように構成されるインターフェイスと、
　前記乗員データを受け取り、前記乗員データを使用して一組の身体比率を計算し、前記
身体比率および乗員データを使用して外的な身体の寸法を計算し、少なくとも前記外的な
身体の寸法を使用して内的な身体の寸法を計算し、前記乗員の快適性および／または安全
性が高められるように、内的な身体の寸法および予め定められた基準を使用して前記乗員
の最良適合の身体配置を計算するためのコンピュータ手段と、
　乗員が前記最良適合の身体配置へと移動されるように前記座席を移動するために適合さ
れたアクチュエータとを含む、乗員支持システム。
【請求項３３】
　車両に含まれる車両フレームに取り付けられるように構成される座席をさらに備え、前
記インターフェイスは、前記座席に関連付けられる車両データを取得するようにさらに構
成され、前記コンピュータ手段は、前記内的な身体の寸法、前記予め定められた基準、お
よび前記車両データを使用して最良適合の座席ソリューションを計算するようにさらに構
成される、請求項３２に記載の乗員支持システム。
【請求項３４】
　前記コンピュータ手段は、前記最良適合の座席ソリューションを使用して前記座席の最
良適合の配置を生成し、前記座席を前記最良適合の配置に動かす指示を通信するようにさ
らに構成される、請求項３３に記載の乗員支持システム。
【請求項３５】
　前記インターフェイスは、前記乗員に一式の質問をして乗員の身体部分を測定すること



(7) JP 5996542 B2 2016.9.21

10

20

30

40

50

によって前記乗員から取得される乗員データが手動で入力される結果として乗員データを
取得する、請求項３２から３４のいずれかに記載の乗員支持システム。
【請求項３６】
　前記構成制御システムは、前記乗員をスキャンすることに応答して乗員データを生成す
るように構成されるセンサをさらに含み、前記センサは、前記乗員データを前記コンピュ
ータ手段に伝えるために前記コンピュータ手段に結合される、請求項３２から３５のいず
れかに記載の乗員支持システム。
【請求項３７】
　前記コンピュータ手段は、前記インターフェイスから間隔を空けて設けられ、前記構成
制御システムに含まれる通信ユニットによって前記インターフェイスと通信するために前
記インターフェイスに結合される、請求項３２から３５のいずれかに記載の乗員支持シス
テム。
【請求項３８】
　座席をさらに備え、座席は、車両フレームに対する相対的な移動のために車両に含まれ
る前記車両フレームに取り付けられるように構成される座席底部と、前記座席底部に結合
され、前記座席底部に対して座席背部の枢動軸回りに枢動する座席背部と、前記座席底部
、前記座席背部、および、前記構成制御システムに結合され、前記座席底部および前記座
席背部を動かす指示を受け、前記乗員が前記最良適合の身体配置となるように前記座席背
部および前記座席底部を配置する座席制御部とを含む、請求項３２から３７のいずれかに
記載の乗員支持システム。
【請求項３９】
　空気システムをさらに備え、空気システムは、前記座席に結合される空気袋と、加圧空
気を前記袋に提供するために前記空気袋に結合され、前記コンピュータ手段からの命令を
受信するために前記コンピュータ手段に結合される加圧空気源と、前記袋内の空気圧を感
知し、前記感知された圧力を前記コンピュータ手段に伝え、前記空気袋内の前記空気圧を
許容可能な圧力範囲に維持するように前記加圧空気源に対して前記コンピュータ手段に命
令させるために前記空気袋に結合される圧力センサとを含む、請求項３２から３８のいず
れかに記載の乗員支持システム。
【請求項４０】
　予測システムをさらに備え、予測システムは、地球に対する車両の位置データを判定す
るように構成されるＧＰＳユニットと、車両の前記位置データを受け取り、前記車両が軌
道に沿って移動するにつれて地球に対する前記車両の予測未来位置を判定するために前記
ＧＰＳユニットに結合され、対応する前記車両の予測未来位置データを前記コンピュータ
手段に送信するために前記コンピュータ手段に結合されるマップ化ユニットとを含み、
　前記コンピュータ手段は、前記車両が前記予測未来位置にある場合に前記乗員の快適性
および／または安全性が高められるように、前記予測未来位置データおよび前記乗員デー
タを使用して、修正された最良適合の身体配置を計算するよう、さらに構成される、請求
項３２から３９のいずれかに記載の乗員支持システム。
【請求項４１】
　座席にいる乗員の身体のための最良適合の身体配置を生成して使用する方法であって、
前記方法は、
　前記乗員に関連付けられる乗員データをインターフェイスを介して取得するステップと
、
　内的な身体の寸法および予め定められた基準を使用して前記乗員の前記最良適合の身体
配置を計算するステップと、
　前記乗員の快適性および／または安全性を高めるために、前記座席を移動して乗員を前
記最良適合の身体配置へと移動させるステップ、
　前記乗員データを使用して一組の身体比率を計算し、前記身体比率および前記乗員デー
タを使用して外的な身体の寸法を計算するステップとを備え、
　前記内的な身体の寸法は、前記乗員の肉体の厚さの推定値および前記外的な身体の寸法
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を使用して計算される、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　優先権の主張
　この出願は、米国特許法１１９条（ｅ）に基づき、２０１０年１０月７日に出願された
米国仮出願第６１／３９０，８６３号、２０１１年７月１１日に出願された米国仮出願第
６１／５０６，５０８号、および２０１１年９月１２日に出願された米国仮出願第６１／
５３３，４０８号の優先権を主張するものであり、これらの出願は引用によりここに明示
的に援用される。
【背景技術】
【０００２】
　背景
　本開示は座席に関し、特定的には、車両と併せて使用される座席、または快適性および
／もしくは適合性が重要である他の座席に関する。より特定的には、本開示は、乗員に合
わせてカスタマイズされるように座席の適合性を向上させるためのシステム、方法、およ
び構成要素に関する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　概要
　例示される実施形態によれば、乗員の好みに合わせて車両がカスタマイズされるように
車両の座席の様々な寸法を手動および／または自動で調節する機能が機器および処理によ
って提供される。このような調節機構により、乗員は、座席の寸法および位置を乗員の好
みの快適さに適合させることができ、乗員の身長、体重、および性別に合わせて座席の寸
法および位置をカスタマイズすることができる。この種のカスタマイズは、高さの調節ま
たは座席の位置決めに限られず、クッションの傾斜、前後方向の摺動、上背部の角度調節
、クッションの長さ調節、ヘッドレストの調節、腰部の支持などについての制御も含んで
もよい。
【０００４】
　例示的な実施形態において、一般的なデータではなく乗員の人体測定データに基づいた
各乗員に関する最良適合の身体配置が機器および処理によって生成されてもよい。人体測
定データは、計算装置およびソフトウェアを使用した様々な方法によって、または乗員の
身体に関連する寸法を手動で測定することによって取得されてもよい。結果として、乗員
データの取得に柔軟性がもたらされる。
【０００５】
　例示的な実施形態において、計算装置は、ユーザインターフェイスを含む携帯端末であ
ってもよい。ユーザインターフェイスは、乗員データを入力するために使用されてもよい
。携帯端末は、車両に含まれてもよく、車両とは別個であってもよく、乗員データを取得
するユーザまたは他の人員のために簡易性および有用性を最大化しながらも、高い柔軟性
がユーザにもたらされる。乗員の最良適合の身体配置がひとたび判定されても、最適性、
快適性、安全性、および／または治療的有用性を実現するために、予め定められた基準を
変えて配置を変更してもよい。最良適合の身体配置は、継続的に、または検出もしくは予
測される車両、道路、もしくは大気の条件に応じて、快適性を向上させるために使用され
てもよい。
【０００６】
　例示的な実施形態において、乗員が車両座席に座った際に乗員の身体が最良適合の姿勢
とする車両座席の配置を提供する最良適合の座席ソリューションが機器および処理によっ
て生成されてもよい。最良適合の座席ソリューションは、一般的なデータではなく乗員の
人体測定データに基づいて、各乗員のために判定されてもよい。結果として、乗員用のた
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めに個別化またはカスタマイズされた車両座席の配置が実現され得る。
【０００７】
　例示的な実施形態において、乗員データを取得し、乗員データから身体寸法を計算し、
身体寸法および予め定められた基準を使用して乗員のための最良適合の身体配置を計算す
ることによって最良適合の座席ソリューションを生成するために、機器および処理が提供
されてもよい。乗員データは、センサデータの受信、ユーザインターフェイスから直接的
に入力されたデータの受信、またはこれら２つの組み合わせによって取得されてもよい。
乗員データの取得は、一般的な乗員の測定値（たとえば、身長、体重、および性別）の入
力、およびセンサデータの収集を含んでもよい。収集されるセンサデータは、乗員の全体
的な寸法を表わすデジタル写真、および／または乗員が加速度計を使用して予め定められ
た動作を行った際に取得される加速度計データを含んでもよい。センサデータおよび乗員
データは、車両とは別個の携帯端末、または車両に含まれる、もしくは車両に結合される
携帯端末で取得されてもよい。
【０００８】
　例示的な実施形態において、乗員データは、乗員の身体をモデルとする一組の身体寸法
を計算するために使用されてもよい。身体寸法は、乗員の身体測定データおよびセンサデ
ータを使用して計算されてもよい。まず、センサデータおよび乗員データは、身体比率に
変換される。その後、身体比率および乗員の測定値は、外的な身体の寸法を計算するため
に使用される。その後、乗員の肉体の厚さが推定され、乗員の骨格を表わす内的な身体の
寸法を計算するために使用される。
【０００９】
　例示的な実施形態において、その後、内的な身体の寸法は、予め定められた基準を使用
して乗員の最良適合の身体配置を計算するために使用されてもよい。その後、乗員の内的
な身体の寸法について見込まれる複数の配向は、車両の床に対する乗員の大腿部の角度な
どの一組の予め定められた基準を使用して計算してもよい。これらの様々な配向は、車両
座席に座っている間に乗員が取り得て、一組の予め定められた基準を満たす様々な姿勢に
対応してもよい。最後に、平均的な姿勢が選択され、乗員の身体の対応する配置が最良適
合の身体配置として選択されてもよい。
【００１０】
　例示的な実施形態において、最良適合の座席ソリューションを生成し、自動、電動、お
よび／または手動の車両座席用の機器調節指示を生成することによって、車両内において
ユーザが調節可能な機器を調節するための機器および処理が提供されてもよい。最良適合
の座席ソリューションは、コンピュータに供給される乗員データを使用して生成されても
よい。その後、コンピュータは、予め定められた基準に基づいて乗員の最良適合の身体配
置を判定してもよい。その後、コンピュータは、車両内の機器についての既知の情報を使
用して、機器調節指示を生成してもよい。関連する情報は、機器が手動によって動かされ
るか、または電動アクチュエータによって動かされるかなどの機器の動作性能、および車
両内における機器の位置を含んでもよい。
【００１１】
　例示的な実施形態において、最良適合の座席ソリューションおよび機器調節指示は、車
両から離れて設けられた遠隔コンピュータ上に生成されてもよい。機器調節指示は、車両
内の機器に対して自動または半自動で伝えられ、機器に含まれる電動アクチュエータを使
用して調節されてもよい、または、手動で機器を調節するためにフィールド内にいるユー
ザに伝えられてもよい。
【００１２】
　例示的な実施形態において、乗員支持システムは、通信ユニットと、少なくとも１つの
インテリジェント車両座席と、インテリジェント車両座席によって使用されるデータのソ
ースとを含んでもよい。乗員支持システムは、データを取得し、そのデータを使用して乗
員の着座時の体感を最適化するように構成されてもよい。データのソースは、車両座席に
統合されて乗員の身体測定データおよび乗員の快適性データを感知するように構成された
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センサと、車室内に統合されたセンサと、携帯端末から受け取った入力と、ユーザインタ
ーフェイスから受け取った入力と、遠隔サーバから受け取った入力とを含む。
【００１３】
　例示的な実施形態において、乗員支持システムは、通信ユニットと、少なくとも１つの
インテリジェント車両座席と、インテリジェント車両座席によって使用されるデータのソ
ースとを例示的に含む。車両に含まれる通信ユニットは、データソースからインテリジェ
ント車両座席にデータを伝えるための手段を提供するように構成されてもよい。結果とし
て、データソースは、乗員データを取得し、インテリジェント車両座席に戻されてインテ
リジェント車両座席によって実行される座席調節指示を計算するために協働する携帯端末
および遠隔サーバであってもよい。例示的な実施形態において、データソースは、データ
をユーザから受け取り、ユーザに対してデータを表示する、車両に含まれるユーザインタ
ーフェイスであってもよい。
【００１４】
　例示的な実施形態において、データソースは、車室もしくはインテリジェント車両座席
に含まれるセンサパッケージ、または上述のデータソースの組み合わせであってもよい。
センサパッケージは、車両座席に含まれ、たとえば体重、身長、身体の寸法、形状、およ
び乗員の認識する快適性に関するデータなどの乗員データを取得するように構成された、
１つ以上のセンサであってもよい。乗員データおよび快適性データは、通信ネットワーク
をわたって遠隔サーバに送られ、インテリジェント車両座席に適用される最良適合の座席
ソリューションを継続的に更新して変更するために使用されてもよい。
【００１５】
　例示的な実施形態において、乗員支持システムは、通信ユニットと、前部インテリジェ
ント車両座席と、後部インテリジェント車両座席とを含んでもよい。前部インテリジェン
ト車両座席および後部インテリジェント車両座席は、通信ユニットに結合されてもよく、
各座席の位置および状態についてのデータを、直接的に、または通信ユニットを介して、
他の座席と交換するように構成されてもよい。結果として、インテリジェント座席は、後
に最良適合の車室ソリューションを計算するために使用されるデータのソースとしての機
能を果たしてもよい。最良適合の車室ソリューションは、座席に座る各乗員の快適性およ
び安全性を最大化する、インテリジェント車両座席の互いの配置であってもよい。
【００１６】
　例示的な実施形態において、乗員支持システムは、通信ユニットと、少なくとも１つの
インテリジェント車両座席と、少なくとも１つのインテリジェント車両座席によって使用
されるデータのソースとを含んでもよい。乗員支持システムは、乗員の大きさおよび座席
の好みに関するデータを使用して乗員の着座時の体感を最適化し、最初のみまたは継続的
に行われる乗員の座席構成の追加的なカスタマイズを提供するようにさらに構成されても
よい。
【００１７】
　例示的な実施形態において、乗員支持システムは、車両座席と、車両座席に結合される
空気システムとを含んでもよい。空気システムは、車両座席に含まれる座席表面を膨張お
よび変化させるために車両に結合される空気袋と、袋内の空気圧を変化させるために袋に
結合される加圧空気源と、袋内の空気圧を感知するために空気袋に結合される圧力センサ
とを含んでもよい。空気圧が許容可能な範囲の外にあると感知された場合には空気圧を変
更する命令を加圧空気源に対して制御ユニットが出すように、圧力センサは、車両座席に
含まれる制御ユニットにさらに結合されてもよい。
【００１８】
　例示的な実施形態において、乗員支持システムは、全地球測位システム（ＧＰＳ）の検
知に基づいた乗員の車両の検知によってもたらされる、予測された運転状況から生じる車
両の操作および／または速度変化を調節するために乗員の座席構成パラメータを変更する
ように構成されてもよい。乗員支持システムは、検知された天候および／または交通状況
を調節するようにさらに構成されてもよい。
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【００１９】
　例示的な実施形態において、乗員の車両座席の配置は、乗員の車両座席に結合された１
つ以上のセンサを含み得るセンサパッケージによって生成されたデータに基づいて調節さ
れてもよい。これらの車両座席センサは、乗員データ（たとえば、体重、身長、身体の寸
法、形状）および乗員の認識する快適性に関するデータを取得するように構成されてもよ
い。乗員データおよび快適性データは、通信ユニットをわたって遠隔コンピュータに送信
され、インテリジェント車両座席に適用される最良適合の座席ソリューションを継続的に
更新および変更するために使用されてもよい。
【００２０】
　本開示の追加的な特徴は、開示内容を実施するための現時点で認識されるベストモード
を示す例示的な実施形態を考慮することにより、当業者にとって明らかなものとなるであ
ろう。
【００２１】
　詳細な記載では、以下の添付の図面が参照される。
　図１～図２２は、構成制御システムの様々な実施形態および構成ならびにそれらの例示
的な使用を示す一連の図である。
【００２２】
　図２３～図５７は、図１～図１２の構成制御システムを含む乗員支持システムおよび調
節可能な車両座席の様々な実施形態および構成を示す一連の図である。
【００２３】
　図５９～図６７は、図１～図２２の構成制御システムと、調節可能な車両座席と、空気
システムとを含む乗員支持システムの様々な実施形態および構成を表わす一連の図である
。
【００２４】
　図６８～図７６は、図１～図２２の構成制御システムと、調節可能な車両座席と、空気
システムと、車両の未来の位置および速度を予測し、車両の未来の位置および速度を車両
座席に提供することにより、構成制御システムおよび車両座席に乗員支持システムの予測
された最適適合を計算させ、車両座席が未来の位置を通過すると車両内で乗員を適切に支
持する予測システムとを含む、乗員支持システムの様々な実施形態および構成を表わす一
連の図である。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】乗員のための最良適合の身体配置を判定するために乗員の身体の詳細を取得、解
析、および使用する構成制御システムの構成要素を例示的に示す図である。
【図２】構成制御システムが、携帯端末と、遠隔コンピュータと、携帯端末と遠隔コンピ
ュータとの間の通信を容易とするように構成された通信ユニットとを含むことを示す、本
開示に係る構成制御システムを示す線図である。
【図３】車両座席適合処理が、データの取得と身体配置の計算とを含むことを示す、図２
の構成制御システムによって行われる車両座席適合処理を示す線図である。
【図４】データの取得が、データ取得の開始と、ユーザインターフェイスへのアクセスと
、乗員に関連付けられる身体測定データの入力と、図５に示唆される身体配置の計算中に
使用するための乗員データの記憶とを含む一連の例示的なステップを経た乗員データの取
得を含むことを示す線図である。
【図５】乗員データの符号化、乗員データの送信、乗員データの認証、および乗員データ
の復号化によるデータの送信と、身体比率の計算、外的な身体の寸法の計算、内的な身体
の寸法の計算、最良適合の快適性ゾーンの計算、最良適合の姿勢の選択、および乗員のた
めの最良適合の身体配置の計算によるデータの解析とを身体配置の計算が含むことを示す
線図である。
【図６】座席構造および環境構成を変更するために乗員の身体の詳細を取得および解析す
るように構成された少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションを実行する携帯端末
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を示す拡大図である。
【図７】座席構造および環境構成を向上させるために乗員の身体の詳細を取得、解析、お
よび使用するための機能のメインメニューをユーザインターフェイス上に表示する図２の
携帯端末を示す拡大図である。
【図８】座席構造および環境構成を向上させるために乗員の身体の詳細を取得、解析、お
よび使用するための機能についての図７に示されるメニューを支持および実施するために
協働するように構成される、図６に示される携帯端末の構成要素を例示的に示す図である
。
【図９】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、乗員の物理
的寸法に基づいた乗員の車両座席の最適化および／またはカスタマイズを行うために使用
されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスクリーンショットを示す図である
。
【図１０】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、乗員の物
理的寸法に基づいた乗員の車両座席の最適化および／またはカスタマイズを行うために使
用されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスクリーンショットを示す図であ
る。
【図１１】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、乗員の物
理的寸法に基づいた乗員の車両座席の最適化および／またはカスタマイズを行うために使
用されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスクリーンショットを示す図であ
る。
【図１２】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、乗員の物
理的寸法に基づいた乗員の車両座席の最適化および／またはカスタマイズを行うために使
用されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスクリーンショットを示す図であ
る。
【図１３】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、乗員の物
理的寸法に基づいた乗員の車両座席の最適化および／またはカスタマイズを行うために使
用されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスクリーンショットを示す図であ
る。
【図１４】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、乗員の物
理的寸法に基づいた乗員の車両座席の最適化および／またはカスタマイズを行うために使
用されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスクリーンショットを示す図であ
る。
【図１５】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、乗員の物
理的寸法に基づいた乗員の車両座席の最適化および／またはカスタマイズを行うために使
用されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスクリーンショットを示す図であ
る。
【図１６】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、乗員の物
理的寸法に基づいた乗員の車両座席の最適化および／またはカスタマイズを行うために使
用されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスクリーンショットを示す図であ
る。
【図１７】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、乗員の物
理的寸法に基づいた乗員の車両座席の最適化および／またはカスタマイズを行うために使
用されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスクリーンショットを示す図であ
る。
【図１８】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、乗員の物
理的寸法に基づいた乗員の車両座席の最適化および／またはカスタマイズを行うために使
用されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスクリーンショットを示す図であ
る。
【図１９】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、乗員の物
理的寸法に基づいた乗員の車両座席の最適化および／またはカスタマイズを行うために使
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用されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスクリーンショットを示す図であ
る。
【図２０】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、乗員の物
理的寸法に基づいた乗員の車両座席の最適化および／またはカスタマイズを行うために使
用されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスクリーンショットを示す図であ
る。
【図２１】サービス提供者がログイン画面を介してログインした後に図２２に示唆される
乗員データの入力を受けるように構成される少なくとも１つのソフトウェアアプリケーシ
ョンを実行する他の携帯端末を示す図である。
【図２２】乗員の性別の提供、および乗員から手動で測定した身体測定データの入力をユ
ーザが行うことのできるインターフェイスを表わす図２１の携帯端末を示す図である。
【図２３】車両座席適合処理が、データの取得と、身体配置の計算と、座席ソリューショ
ンの計算と、車両座席の調節とを含む、乗員支持システム上で実行される例示的な車両座
席適合処理を示す線図である。
【図２４】乗員支持システムが構成制御システムと調節可能な車両座席とを含む、本開示
に係る乗員支持システムを示す線図である。
【図２５】データの取得が、乗員データの取得と車両データの取得とを含み、乗員データ
の取得が、データ取得の開始と、ユーザインターフェイスへのアクセスと、乗員に関連付
けられる身体測定データの入力と、図２６に示唆される身体配置の計算に使用するための
乗員データの記憶とを含み、車両データの取得が、車両座席データの取得と、他の車両機
器データの取得と、図２７に示唆される座席ソリューションの計算に使用するための車両
データの記憶とを含むことを示す線図である。
【図２６】身体配置の計算が、（ｉ）乗員データの符号化、乗員データの送信、乗員デー
タの認証、および乗員データの復号化することによるデータの送信と、（ｉｉ）身体比率
の計算、外的な身体の寸法の計算、内的な身体の寸法の計算、最良適合の快適性ゾーンの
計算、最良適合の姿勢の選択、および図２７に示される座席ソリューションの計算に使用
される乗員の最良適合の身体配置の計算によるデータの解析とを含むことを示す線図であ
る。
【図２７】座席ソリューションの計算が、（ｉ）最良適合の座席ソリューションの計算と
、（ｉｉ）座席調節指示の作成と、（ｉｉｉ）調節指示の符号化、座席調節指示の送信、
および座席調節指示の復号化による調節指示の送信とを含むことを示し、車両座席の調節
が、（ｉ）座席調節指示による座席底部の位置の調節と、（ｉｉ）座席調節指示による座
席背部の位置の調節と、（ｉｉｉ）他の車両座席の選択部分の位置の調節とを含むことを
示す線図である。
【図２８】座席構造および環境構成を向上させるために乗員の身体の詳細を取得、解析、
および使用するシステム構成要素を示す線図である。
【図２９】車両座席のタイプおよび車両の他の機器性能を含む関連する車両データを携帯
端末が検索できるようにＱＲコード（登録商標）をスキャンすることによって、または手
動で車両ＶＩＮを入力することによって車両データを取得するように構成される少なくと
も１つのソフトウェアアプリケーションを実行する携帯端末のスクリーンショットを示す
図である。
【図３０】ＱＲコードが承認されたこと、および関連する車両ＶＩＮが入力されたことを
示す、図２９と同様の図である。
【図３１】乗員データを含み得る少なくとも１つの乗員プロフィールと、車両データと、
新しい乗員プロフィールを追加するボタン、乗員データを入力するボタン、および他の機
能プログラムの追加を含む他のオプションを管理するボタンとを含む、車両ＶＩＮに関連
付けられる記憶データを表わす、携帯端末のスクリーンショットを示す図である。
【図３２】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、最適化お
よび／またはカスタマイズされた車両座席のパラメータをユーザの携帯端末から乗員車両
座席に送るために使用されるインターフェイスの機能を例示する、一連のスクリーンショ
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ットを示す図である。
【図３３】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、最適化お
よび／またはカスタマイズされた車両座席のパラメータをユーザの携帯端末から乗員車両
座席に送るために使用されるインターフェイスの機能を例示する、一連のスクリーンショ
ットを示す図である。
【図３４】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、最適化お
よび／またはカスタマイズされた車両座席のパラメータをユーザの携帯端末から乗員車両
座席に送るために使用されるインターフェイスの機能を例示する、一連のスクリーンショ
ットを示す図である。
【図３５】乗員データが取得された後に車両座席の最良適合の配置が計算され、その後に
車両座席を最良適合の配置に動かすように車両座席に含まれる座席動作システムに対して
指示が伝えられることを表わす、携帯端末の他のスクリーンショットを示す図である。
【図３６】車両座席の調節が完了した事を示す図である。
【図３７】車両座席に結合される制御パネルの例を示す斜視図である。
【図３８】車両座席に結合される制御パネルの例を示す斜視図である。
【図３９】ユーザが支援を必要とする１つ以上の身体的疾患または治療状態からユーザが
選択できるようにするための少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提
供されるユーザインターフェイス機能を例示するスクリーンショットを示す図である。
【図４０】治療情報および／または推奨される車両座席の位置決めを発信するために少な
くとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供されるユーザインターフェイス
機能を例示するスクリーンショットを示す図である。
【図４１】無線Over The Air（ＯＴＡ）構成を介して乗員の車両座席によって提供される
、機能をアップグレードするための１つ以上のアップグレードオプションからユーザが選
択できるようにするための少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供
されるユーザインターフェイス機能を例示するスクリーンショットを示す図である。
【図４２】無線OverThe Air（ＯＴＡ）構成を介して乗員の車両座席によって提供される
、機能をアップグレードするための１つ以上のアップグレードオプションからユーザが選
択できるようにするための少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供
されるユーザインターフェイス機能を例示するスクリーンショットを示す図である。
【図４３】無線OverThe Air（ＯＴＡ）構成を介して乗員の車両座席によって提供される
、機能をアップグレードするための１つ以上のアップグレードオプションからユーザが選
択できるようにするための少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供
されるユーザインターフェイス機能を例示するスクリーンショットを示す図である。
【図４４】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、アップグ
レードされた機能に関連付けられるデータおよび／またはソフトウェアプログラムをユー
ザの携帯端末に送るために使用されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスク
リーンショットを示す図である。
【図４５】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、アップグ
レードされた機能に関連付けられるデータおよび／またはソフトウェアプログラムをユー
ザの携帯端末に送るために使用されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスク
リーンショットを示す図である。
【図４６】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、アップグ
レードされた機能に関連付けられるデータおよび／またはソフトウェアプログラムをユー
ザの携帯端末に送るために利用されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスク
リーンショットを示す図である。
【図４７】少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され、アップグ
レードされた機能に関連付けられるデータおよび／またはソフトウェアプログラムをユー
ザの携帯端末に送るために利用されるユーザインターフェイス機能を例示する一連のスク
リーンショットを示す図である。
【図４８】健康治療ボタンおよび適切な姿勢ボタンの一方をユーザが選択できることを表
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わし、ユーザが健康治療ボタンを選択したことを示唆する、携帯端末のスクリーンショッ
トを示す図である。
【図４９】様々な他の健康治療の中から、指圧マッサージアプリケーション、ワークアウ
ト軽減アプリケーション、およびMicroFitアプリケーションをユーザが選択したことを示
す、図４８と同様の図である。
【図５０】パフォーマンス運転アプリケーションおよびGPSFitアプリケーションをユーザ
が選択したこと、および選択されたアプリケーションを座席動作システムにインストール
させるインストール選択ボタンをユーザが押したことを表わす、携帯端末のスクリーンシ
ョットを示す図である。
【図５１】ユーザの選択したアプリケーションが座席動作システムへのインストールのた
めに車両座席に送信されていることを示す図である。
【図５２】選択されたアプリケーションのインストールが完了したことを示す、図５１と
同様の図である。
【図５３】座席構造および環境構成を向上させるために乗員の身体の詳細を取得、解析、
および使用するためのシステム、方法、および構成要素を介してユーザに提供され得る機
能を説明するために使用される線図である。
【図５４】互いに通信し合う前部車両座席と後部車両座席とを乗員支持システムが含み、
前部車両座席および後部車両座席の両方の最良適合の配置を実現することを表わす、乗員
支持システムの他の実施形態を示す線図である。
【図５５】システムによって使用される特定の通信機能を提供するための様々な構成の例
を示す様々な図である。
【図５６】システムによって使用される特定の通信機能を提供するための様々な構成の例
を示す様々な図である。
【図５７】システムによって使用される特定の通信機能を提供するための様々な構成の例
を示す様々な図である。
【図５８】乗員支持システムが、例示的な携帯端末と、サーバと、車両座席に含まれる座
席動作システムと、パーソナルコンピュータと、機器の構成要素間での通信を提供するた
めに使用され得る他の機器とを含むことを表わす、乗員支持システムの他の実施形態を示
す線図である。
【図５９】乗員支持適合処理が、データの取得と、身体配置の計算と、座席ソリューショ
ンの計算と、車両座席の調節と、空気システムの調節とを含み、乗員支持システムの最適
適合配置を実現することを表わす、乗員支持システムで行われる例示的な乗員支持適合処
理を示す線図である。
【図６０】乗員支持システムが、構成制御システムと、構成制御システムと通信する調節
可能な車両座席と、一対の空気袋、および一度に一つずつ順次に各空気袋内の空気圧を感
知するために空気袋の両方に結合された単一の圧力センサとを含むことを表わす、本開示
に係る乗員支持システムの第２の実施形態を示す線図である。
【図６１】空気システムに含まれる空気袋の膨張、空気袋内の空気圧の感知、空気圧が許
容可能範囲の外にあるかについての判定を行い、空気圧が許容可能範囲内にある場合は袋
内の空気圧を維持し、空気圧が許容可能範囲の外にある場合は袋内の空気圧を修正するこ
とによって空気調節が達成されることを表わす、乗員支持適合処理の空気調節部分を示す
線図である。
【図６２】たとえば、空気袋からの空気圧の測定値を受け取り、空気袋内の空気圧を調節
するように加圧空気源に対して指示し、乗員と空気袋との間の接触圧力が最小化されるよ
うに許容可能な圧力範囲を実現する、乗員支持適合処理の空気調節部分を座席動作システ
ムに行わせるMicroFitとよばれる携帯端末上のアプリケーションをユーザが作動させるこ
とを例示する、携帯端末のスクリーンショットを示す図である。
【図６３】MicroFitアプリケーションが開始されることを表わし、車両座席に結合された
複数の空気袋が、（ｉ）空気システムに含まれる１つ以上の圧力センサが空気圧の測定値
を座席動作システムに送り、袋内の空気圧が図６１に示されるように許容可能な圧力範囲
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内となるように一度調節する一時モード、または（ｉｉ）圧力センサが継続的に空気圧の
測定値を座席動作システムに送信し、システムが継続的に袋内の圧力を図６１（仮想線）
に示唆されるような許容可能な圧力範囲内に維持する継続モードで調節されることを表わ
す、携帯端末のスクリーンショットを示す図である。
【図６４】様々な空気袋の初期測定値を表わし、減少させる必要のある非常に高い圧力を
座席背部のウイング袋の両方および中間腰部袋が有していること、高める必要のある低い
圧力を座席底部のウイング袋の両方および下方腰部袋が有していること、および上方腰部
袋が許容可能な圧力範囲にあることを表わす、携帯端末のスクリーンショットを示す図で
ある。
【図６５】ユーザが継続モードを選択したこと、および図６１に仮想線で示されるように
許容可能な範囲内に圧力を維持するために、座席移動制御部が空気システムに空気袋内の
圧力を継続的に感知および調節させることを表わす、携帯端末のスクリーンショットを示
す図である。
【図６６】ユーザが主リセットボタンを押して保持した場合に座席動作システムが初期構
成にリセットされ得ること、および空気袋の各々の圧力が手動でユーザによって調節され
得ることを表わす、携帯端末の他のスクリーンショットを示す図である。
【図６７】乗員支持システムが、構成制御システムと、構成制御システムと通信する調節
可能な車両座席と、２つの空気袋を含む空気システムとを含み、２つの空気袋が各空気袋
内の空気圧を並行して感知するように構成された２つの別個の圧力センサに結合される、
例示的な乗員支持システムの第３の実施形態を示す線図である。
【図６８】乗員支持予測適合処理が、データの取得と、身体配置の計算と、座席ソリュー
ションの計算と、車両座席の調節と、空気システムの調節と、乗員支持システムのステー
ジ化とを含み、乗員支持システムの予測最適適合配置を実現することを表わす、乗員支持
システム上で行われる例示的な乗員支持ステージ化処理を示す線図である。
【図６９】乗員支持システムが、構成制御システムと、構成制御システムと通信する調節
可能な車両座席と、空気システムと、図７０に示唆されるように車両の未来の位置および
速度を予測するために協働する全地球測位システム（ＧＰＳ）ユニットおよびマップ化ユ
ニットを有する予測システムとを含むことを表わす、本開示に係る乗員支持システムの第
２の実施形態を示す線図である。
【図７０】乗員支持システム部分のステージ化が、車両の実際の位置の判定、車両の実際
の速度の判定、車両の予測未来位置の計算、車両の予測未来速度の計算、車両座席の予測
座席ソリューションの計算、予測座席ソリューションを実現するための車両座席の調節、
乗員支持システムの予測最適適合配置を確立するための空気システムの調節であることを
表わす、乗員支持予測適合処理の乗員支持システム部分のステージ化を示す線図である。
【図７１】通常駆動状態に関連付けられる車両座席および空気システムの初期位置を表わ
し、車両が道路の直線部分に沿って移動しているために車両座席および空気システムが調
節されなかったことを表わす、携帯端末のスクリーンショットを示す図である。
【図７２】車両が波状部分にさしかかり、予測システムが予測未来位置および速度を車両
座席に含まれる座席動作システムに対して提供し、これにより、車両座席のトラック位置
が１００ｍｍから９５ｍｍに移動し、車両座席に含まれる座席底部のクッション傾斜が－
３．０度から－１．０度に減少し、車両座席に含まれる座席背部のリクライニング角度が
２９度から２７度に減少すると同時に、横方向の支持が２０％から４０％に増大すること
を示す、図７１と同様の図である。
【図７３】車両が波状部分を出て大きな右カーブにさしかかり、予測システムが他の予測
未来位置および速度を座席動作システムに提供し、これにより、車両座席のトラック位置
が９５ｍｍから９０ｍｍに移動し、座席底部のクッション傾斜が－１．０度から＋１．０
度に増大し、座席背部のリクライニング角度が２７度から２９度に増大すると同時に、横
方向の支持が４０％から４５％に増大することを示す、図７２と同様の図である。
【図７４】車両が右カーブから出て左折にさしかかり、予測システムが他の予測未来位置
および速度を座席動作システムに提供し、これにより、車両座席のトラック位置が９０ｍ
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ｍに維持し、座席底部のクッション傾斜が＋１．０度から＋３．０度に増大し、座席背部
がリクライニング角度を２９度に維持すると同時に、横方向の支持を４５％から１００％
に増大することを示す、図７３と同様の図である。
【図７５】車両が左カーブから出て第２の直線部分にさしかかり、予測システムが他の予
測未来位置および速度を座席動作システムに提供し、車両座席のトラック位置が９０ｍｍ
から１００ｍｍに移動し、座席底部のクッション傾斜が＋３．０から－３．０に減少し、
座席背部のリクライニング角度が２９度から２５度に減少すると同時に、横方向の支持が
１００％から２０％に減少することを示す、図７４と同様の図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　詳細な説明
　構成制御システム１０は、図２に示されており、図１に示される乗員身体適合処理１０
０を行うように構成されてもよい。構成制御システム１０は、乗員身体適合処理１００を
行い、乗員の快適性および安全性を最大化する乗員のための最良適合の身体配置を判定し
てもよい。
【００２７】
　乗員支持システム２００の第１の実施形態は、図２４に示されており、図２３に示され
る車両座席適合処理３００を行うように構成されてもよい。乗員支持システム２００は、
乗員支持システム２００に含まれる車両座席２０２が車両座席２０２に座る乗員を最良適
合の身体配置に配置するような最良適合の座席ソリューションを生成するための車両座席
適合処理３００を行ってもよい。
【００２８】
　乗員支持システム４００の第２の実施形態は、図５４に示される。乗員支持システム４
００は、前部車両座席４０２および後部車両座席４０４と、車両座席４０２，４０４の両
方についての最良適合の座席ソリューションを判定するために構成制御システム１０と協
働するセンサパッケージ４０６とを含み得る。
【００２９】
　乗員支持システム６００の第３の実施形態は図６０に示されており、図５９に示される
乗員支持システム適合処理７００を行うように構成されてもよい。乗員支持システム６０
０は、車両座席６０４と協働する空気システム６０６と、構成制御システム６０２とをさ
らに含み、乗員支持システム適合処理７００を行い、車両座席６０４に座る乗員の快適性
および安全性をさらに最大化する最適適合配置に車両座席６０４および空気システム６０
６を配置してもよい。空気システム６０６は、複数の空気袋内の空気圧を順次に制御する
ように構成されてもよい。
【００３０】
　乗員支持システム８００の第４の実施形態は、図６７に示される。乗員支持システム８
００は、空気システム８０６の異なる実施形態を含んでもよい。空気システム８０６は、
並行して複数の空気袋内の空気圧を制御するように構成されてもよい。
【００３１】
　乗員支持システム１０００の第５の実施形態は、図６９に示されており、図６８に示さ
れる乗員支持システム予測適合処理９００を行うように構成されてもよい。乗員支持シス
テム１０００は、車両の予測未来位置をセンサ情報を使用して判定し、予測未来位置に車
両が到達する前に車両座席６０４および空気システム６０６の予測最適適合配置を確立さ
せる予測システム１００２をさらに含んでもよい。
【００３２】
　図２に戻り、構成制御システム１０は、その図において示唆されるように乗員について
の身体測定データを取得し、乗員の快適性および安全性を最大化する乗員の身体の最良適
合の配置を計算してもよい。構成制御システム１０は、図１に示されるような乗員身体適
合処理１００を行うように構成されてもよい。乗員支持システム２００は、構成制御シス
テム１０と車両座席２０２とを含んでもよい。乗員支持システム２００は、乗員の身体を
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最良適合の身体配置とする最良適合の配置に車両座席２０２を調節して動かし得る車両座
席適合処理３００を行うように構成されてもよい。
【００３３】
　第１の実施形態によれば、最良適合の座席ソリューションを生成する機器および処理に
よって、いくつかの利点がもたらされ得る。第１に、乗員の身体測定データに基づいて各
乗員のための最良適合の身体配置が判定されてもよく、これにより、乗員のために最良適
合の配置が提供される。第２に、既存の携帯端末およびソフトウェアを使用して、または
乗員について関連する寸法を手動で測定することによって、身体寸法計算アルゴリズムに
入力されるデータが取得されてもよく、これにより、高い柔軟性が与えられる。第３に、
乗員の測定値および／または乗員の測定結果を入力するためのユーザインターフェイスが
、車両に含まれる携帯端末、または車両とは別個の携帯端末の中に設けられてもよく、こ
れにより、高い柔軟性がユーザに与えられる。第４に、身体寸法は、一組の最小限の乗員
データおよびセンサデータを使用して計算されてもよく、処理の簡易性および有用性が最
大化される。第５に、最良適合の身体配置の判定は、最良適合の座席ソリューションの計
算に使用されるハードウェアまたはソフトウェアに対する任意の他の調節を要することな
く、最適な快適性、安全性、および治療的有用性を実現するために予め定められた基準を
変えることによって変更されてもよい。
【００３４】
　構成制御システム１０は、図１～図３に示されるような乗員身体適合動作１００を行っ
てもよい。図２に示されるように、構成制御システム１０は、端末１６に含まれるユーザ
インターフェイス１２と、コンピュータ１４と、通信ユニット１８とを含んでもよい。ユ
ーザインターフェイス１２は、乗員に関連付けられる乗員データを取得してもよい。乗員
データは、乗員の体重、性別、および乗員の身体から取られた身体測定結果を含んでもよ
い。その後、乗員データは、通信ユニット１８によってコンピュータ１４に伝えられても
よい。コンピュータ１４は、乗員データを受け取り、乗員データを使用して乗員の内的な
身体の寸法を計算し、他の予め定められた基準に沿って内的な身体の寸法を使用して乗員
の最良適合の身体配置を計算する手段を提供するように構成されてもよい。乗員の快適性
および安全性は、最良適合の身体配置に乗員の身体が配置された場合に最大化され得る。
【００３５】
　構成制御システム１０によって行われ得る乗員身体適合動作１００は、図３に示される
ように、データの取得１０２および身体配置の計算１０４の動作を含んでもよい。データ
の取得１０２は、図４に示されるように、データ取得の開始１０６、ユーザインターフェ
イスへのアクセス１０８、乗員に関連付けられる身体測定データ１１０の入力、センサデ
ータ１１２の選択的な受信、および身体配置の計算１０４に使用される乗員データの記憶
１１４を例示的に行うことによって達成されてもよい。
【００３６】
　身体配置の計算１０４は、図５に示されるように、データの送信１１６およびデータの
解析１１８によって達成されてもよい。例示的な実施形態におけるデータの送信１１６は
、データの符号化１１９、符号化されたデータの送信１２０、データの認証１２２、およ
びデータの復号化１２４の動作を含んでもよい。一例として、データの符号化１１９およ
び符号化されたデータの送信１２０は、ユーザインターフェイス１２を含む端末１６（こ
こに記載のように、携帯可能なもの、または車両に導入されるもの）で行われてもよい。
データの認証１２２およびデータの復号化１２４は、端末１６と通信するコンピュータ１
４上で行われてもよい。
【００３７】
　データの解析１１８は、たとえば、図５に示されるように、身体比率の計算１２６、外
的な身体の寸法の計算１２８、内的な身体の寸法の計算１３０、最良適合の快適性ゾーン
の計算１３２、最良適合の姿勢の選択１３４、および最良適合の身体配置の計算１３６を
含んでもよい。身体比率の計算１２６は、コンピュータ１４上で行われてもよく、たとえ
ば、乗員データを使用してもよい。外的な身体の寸法の計算１２８は、コンピュータ１４
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上で行われてもよく、身体比率の計算１２６の際に取得される身体比率を使用してもよい
。内的な身体の寸法の計算１３０は、コンピュータ１４上で行われてもよく、外的な身体
の寸法および乗員データを使用してもよい。最良適合の快適性ゾーンの計算１３２は、コ
ンピュータ１４上で行われてもよく、内的な身体の寸法を使用して乗員の様々な姿勢につ
いてのいくつかの身体配置を計算してもよい。最良適合の姿勢の選択１３４は、コンピュ
ータ１４上で行われてもよく、最良適合の快適性ゾーン、乗員データ、および他の予め定
められた基準を使用してもよい。最良適合の身体配置の計算１３６は、コンピュータ１４
上で行われてもよく、選択された最良適合の姿勢および他の予め定められた基準を使用し
て乗員についての最良適合の身体配置を判定してもよい。
【００３８】
　構成制御システム１０は、本開示に基づく向上した座席構造および環境構成のための乗
員データを取得、解析、および使用する様々な構成要素を含んでもよい。図１に示される
ように、端末１６は、他の構成要素のうちコンピュータ１４と通信ユニット１８によって
通信するために使用されてもよい。通信ユニット１８は、第２世代（２Ｇ）ネットワーク
と、２．５世代ネットワークと、グローバル・システム・フォー・モバイル・コミュニケ
ーションズ（ＧＳＭ（登録商標））、広帯域符号分割多重アクセス（ＷＣＤＭＡ（登録商
標））、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）、または時分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）、
汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）、ユニバーサル携帯電話システムを使用した第３
世代（３Ｇ）ネットワークとを含む任意のタイプの通信ネットワークを含み得る１つ以上
の公共および／または個人用の通信ネットワークであってもよいが、これらに限定される
ものではない。上記１つ以上の通信ネットワークは、無線ローカルエリアネットワーク（
ＷＬＡＮ）やＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）（ＢＴ）などのローカルエリアネットワー
クも含んでもよく、ＷｉＭａｘ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）
などの１つ以上の他の技術が選択的に使用されてもよい。
【００３９】
　通信ユニット１８は、たとえば相互接続されたコンピュータまたはコンピュータネット
ワークなど、相互接続された装置のネットワークまたは装置のネットワークの任意のタイ
プも含んでもよい。通信ユニット１８は、１つ以上のハイブリッドネットワークを形成す
る複数の異なるタイプのネットワークの組み合わせであってもよい。
【００４０】
　端末１６は、ユーザインターフェイス１２を含んでもよい。たとえば図１に示されるよ
うに、端末１６は携帯端末１６であってもよい。携帯端末１６は、通信リンク２０を使用
して通信ユニット１８を介して通信してもよい。コンピュータ１４へのアクセスは、他の
通信リンク２２を使用する通信ユニット１８によって提供されてもよい。通信リンク２０
，２２は、専用の接続である必要はなく、予め定められたセッションの長さにおける通信
セッションのためのデータの無線送信および受信を提供する、通常に理解される一時的通
信リンクであってもよい。このため、例示的な実施形態においては、携帯端末１６上で実
行され得る１つ以上のソフトウェアアプリケーションおよびコンピュータ１４への他の情
報である。一例として、コンピュータ１４は、携帯端末１６から離れて設けられ得る少な
くとも１つの遠隔コンピュータまたはサーバであってもよい。コンピュータ１４は、携帯
端末１６から通信ユニット１８を介して受信したデータを処理し、様々なタイプの機能を
提供するように構成されてもよい。たとえば、図２８に示唆されるように、コンピュータ
１４は、受信したデータの解析を行い、構成データ、アップグレード、および／またはユ
ーザへの指導を携帯端末１６を介して提供する様々な異なるタイプのソフトウェアアルゴ
リズムを含む、座席の解析、最適化、およびアップグレードを行うソフトウェアスイート
１３５を実行してもよい。
【００４１】
　図６は、本開示に基づく乗員の最良適合の身体配置を判定するための乗員データの取得
および解析を行うように構成される少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションを実
行する携帯端末１６の拡大斜視図である。図６に示されるように、携帯端末１６は、本開
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示に基づいて提供されるサービスおよび機能のメインメニューに関連付けられるショート
カット２６を表示するように構成され得るユーザインターフェイス１２を表示してもよい
。このため、ユーザインターフェイス１２は、たとえばショートカット２６に関連付けら
れるグラフィクスをタップするなど、ショートカット２６を起動することによってユーザ
から入力を受け取るようにさらに構成されてもよい。結果として、ショートカット２６を
起動することによって、本開示に基づいて提供されるサービスおよび機能に関連付けられ
るメインメニューの表示が始動されてもよい。
【００４２】
　たとえば、図７は、最良適合の身体配置を判定するための乗員データを取得、解析、お
よび使用する機能のメインメニューをユーザインターフェイス１２上に表示する図６の携
帯端末１６の拡大斜視図である。このため、ユーザは、乗員のための最良適合の身体配置
を提供するために乗員データを取得および解析するように構成された「状況に応じた適合
の作成」（"Create a Tailored Fit"）アプリケーション２８を選択してもよい。最良適
合の身体配置は、最良適合の身体配置が実現されるように車両の車両座席を調節するため
に、または座席環境において他の機器の位置を調節するために使用されてもよい。
【００４３】
　ユーザは、乗員の車両座席またはその車両座席の構成要素の位置決めまたは再位置決め
によって改善され得る特定の身体的状態または疾患に関する指導および専門家の助言を得
るために、「標的治療の選択」アプリケーション３０を選択してもよい。ユーザは、１つ
以上の追加のソフトウェア実行治療アプリケーション、または乗員の身体的状態もしくは
関心に関連付けられるカスタマイズされた座席構成を購入する選択肢を提供するように構
成され得る「新機能のショップ」アプリケーション３２をさらに選択してもよい。
【００４４】
　図８に示されるように、図６に例示される携帯端末は、乗員データを取得、解析、およ
び使用する機能のメニューを支持して実行するために協働するように構成された様々なハ
ードウェアおよびソフトウェアの構成要素を含んでもよい。このため、携帯端末１６は、
データを入力する能力の提供および端末１６から出力されたデータの検討を行うように構
成されたユーザインターフェイス１２を含んでもよい。このため、ユーザインターフェイ
ス１２は、ユーザによるデータの検討および操作のためのタッチスクリーンなどの表示画
面を含んでもよい。携帯端末１６は、携帯端末１６と通信する音声データを入力および出
力できる構成されるスピーカ／マイクロフォン制御モジュール３４を含むことにより、入
力／出力機能を含んでもよい。携帯端末１６は、１つ以上のメモリユニット３８における
１つ以上のソフトウェアアプリケーションに含まれるソフトウェア指示を行うように構成
された１つ以上のプロセッサ３６を含んでもよい。これらのソフトウェア指示は、特定用
途向けであってもよく、または、たとえば携帯電話や無線インターネットブラウザなどと
して具現化される携帯端末１６の機能に関連付けられてもよい。
【００４５】
　携帯端末は、乗員データを取得するために使用されるセンサスイート４０を含んでもよ
い。このようなセンサ４０は、ユーザの指示に従って画像データを取得するように構成さ
れて機能するデジタルカメラと、乗員に操作された場合にセンサが受けた加速に関するデ
ータを感知して定量化するように構成された１つ以上の加速度計とを含んでもよい（この
ような加速度計は、乗員の携帯端末１６で実行されるソフトウェアアプリケーションによ
って提供されるビデオゲームに参加する能力を提供する携帯端末に従来より含まれている
）。携帯端末１６は、従来より理解されるように、携帯端末１６の電力要件を管理し、携
帯端末１６の様々な構成要素に電力を提供するように構成された電力モジュール４２を含
んでもよい。
【００４６】
　携帯端末１６は、スマートフォン、機能豊富な携帯電話、ラップトップ、ＰＤＡ、マル
チメディアコンピュータなどとして実施されてもよい。このため、携帯端末１６は、ユー
ザインターフェイスに接続されたプロセッサと、コンピュータ読み取り可能なメモリおよ
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び／または他のデータ記憶部と、表示部および／または他の出力装置とを含んでもよい。
携帯装置は、バッテリと、スピーカと、少なくとも１つのアンテナとを含んでもよい。ユ
ーザインターフェイスは、キーパッド、タッチスクリーン、音声インターフェイス、１つ
以上の矢印キー、ジョイスティック、データグローブ、マウス、ローラーボール、または
タッチスクリーンなどをさらに含んでもよい。
【００４７】
　このため、携帯端末１６においてプロセッサ３６および他の構成要素によって使用され
るコンピュータ実行可能な指示およびデータは、携帯端末１６に含まれるコンピュータ読
み取り可能なメモリ３８に記憶されてもよい。メモリ３８は、さらに揮発性メモリおよび
不揮発性メモリを選択的に含む読み取り専用メモリモジュールまたはランダムアクセスメ
モリモジュールの任意の組み合わせを用いて実施されてもよい。このため、ソフトウェア
は、様々な機能を携帯装置が実行できるようにするための携帯装置のプロセッサへの指示
を提供するために、メモリおよび／または記憶部に記憶されてもよい。代替的に、一部ま
たは全ての携帯装置のコンピュータ実行可能な指示は、ハードウェアまたはファームウェ
アで具現化されてもよい（図示せず）。
【００４８】
　図９～図２０は、乗員の最良適合の身体配置の判定に使用され得る乗員データを取得す
るために少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供されるユーザイン
ターフェイス１２の機能を例示する、一連のスクリーンショットを示す図である。このた
め、ユーザは、図７に例示されるメインメニューから「状況に応じた適合の作成」アプリ
ケーションアイコン２８を選択してもよく、これにより、図９に示されるように初期画面
が生成され、ユーザインターフェイス１２に出力され、図１に示されるように乗員身体適
合動作１００を開始するための案内４４が提供される。その後に、ユーザは、一連の入力
画面によって、乗員の性別４６、乗員の身長４８、乗員の体重５０などを含む様々なフィ
ールドに様々な情報を入力するように促されてもよい。その情報は、たとえば、図１０に
示されるように、チェックボックスを使用して、および／または端末のキーボードを使用
して入力されてもよい。
【００４９】
　加えて、図１１～図１８に示されるように、乗員身体適合動作１００によって乗員の身
体の相対的比率を示す乗員データが得られるように、ユーザは、携帯端末のデジタルカメ
ラを使用して乗員の画像を取得するように一連の画面によって促されてもよい。留意すべ
き点として、乗員のこれらの写真を撮影するために乗員は他人からの支援を受けてもよい
。撮影するユーザが写真画像を撮る際にモデルとなる乗員をどこに位置付けるかについて
ユーザに対して指示し得る予備的な指示をユーザは受けてもよい。これは、モデルとなる
乗員と撮影するユーザとの間の距離を判定するようにソフトウェアが構成されているか、
およびソフトウェアがこのような情報を補うかどうかにより、要否が異なる。
【００５０】
　図１１に示されるように、撮影される乗員の身体を位置決めするための指示５２をユー
ザは検討してもよい。図９に示されるように、ユーザインターフェイス１２は、携帯端末
１６で実行されるソフトウェアアプリケーションによって生成される指示５８に基づいて
、位置決め輪郭線５６に可能な限り近づくように乗員の画像５４を配置するようにユーザ
に促すように構成されてもよい。ユーザインターフェイス１２は、位置決め輪郭線５６内
に乗員の画像５４を配置する入力をユーザから受けるようにさらに構成されてもよい。ひ
とたびその位置に置かれると、ユーザは、写真画像を撮るように促され、携帯端末のアプ
リケーションと連動した画像データの記憶が始動される。
【００５１】
　次に、ユーザは、指示５８，６０により、画像５４の上に表示される仮想キャリパ６２
のブレードの間に示される距離を調節することによって乗員の身体についての様々な測定
結果を取得するように促されてもよい。ユーザは、指を使ってキャリパブレードを正しい
位置にドラッグすることにより、キャリパブレードの位置を調節することができる。ユー
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ザインターフェイス１２は、仮想キャリパ６２の調節に関連付けられるユーザからの入力
を受けるように構成される。結果として、ユーザは、図１３および図１４に示されるよう
に、たとえば頭から座席の寸法についての指示５８で指定された距離を測るためにキャリ
パ６２をユーザが位置決めした場合に、ＯＫアイコンをクリックするようにユーザインタ
ーフェイス１２によって促されてもよい。図１３は、キャリパブレードの開始位置を示し
、図１４は、その測定のためのキャリパブレードの最終位置を示す。同様に、図１５およ
び図１６に示されるように、背中から膝の寸法についての指示５８で指定された距離を測
るためにキャリパ６２をユーザが位置決めした場合、ユーザはＯＫアイコンをクリックす
るように促されてもよい。図１５は、キャリパブレードの開始位置を示す。図１６は、そ
の測定のためのキャリパブレードの最終位置を示す。また、図１７および図１８に示され
るように、たとえば膝から踵の寸法についての指示５８で指定された距離を測るためにキ
ャリパ６２をユーザが位置決めした場合、ユーザはＯＫアイコンをクリックするように促
されてもよい。図１７は、キャリパブレードの開始位置を示す。図１８は、その測定のた
めのキャリパブレードの最終位置を示す。
【００５２】
　その後、ユーザは、図１９に示唆されるように、携帯端末１６を保持しながら様々な動
作を行うように指示６４によって促されてもよい。データ取得サブルーチンのこの段階に
より、携帯端末１６に含まれる１つ以上の加速度計が、加速度計の受ける加速に基づいて
、ユーザの腕の長さに関する情報を取得することができる。
【００５３】
　データ取得サブルーチンによって乗員のデータ表現を生成するために使用される全ての
必要なデータをひとたび取得すると、図２０に示されるように、ユーザは、データ表現の
ためのたとえば名前などの識別情報を入力するように指示６６によって促されてもよい。
一例として、ユーザインターフェイス１２は、携帯端末１６によって提供されるキーボー
ド６８を含んでもよい。
【００５４】
　他の例として、図２１に示されるように、ユーザは、ユーザ名７０およびパスワード７
２を用いてユーザインターフェイス１２にログインすることによって乗員データを手動で
入力してもよい。ユーザは、乗員の性別４６および図２２に示されるように手動で測定さ
れた身体測定データ５６５を入力してもよい。このため、乗員データは、乗員に関連付け
られる身体測定データを測定するためのセンサを使用することなく、携帯端末１６によっ
て取得されてもよい。
【００５５】
　上で説明したように、データ表現を介して乗員をモデル化するのに必要なソフトウェア
、および関連する乗員の身体適合は、携帯端末１６において単独で実行されるソフトウェ
アアプリケーションを使用して、または、図１に示されるように、乗員身体適合動作１０
０を使用するサーバでの実施と組み合わせて行われてもよい（携帯端末アプリケーション
の「肥大化」が許容可能とみなされるかどうかに応じて、サーバソフトウェアとして実施
されるか否かが異なる）。携帯端末アプリケーションは、携帯端末を「薄く」する必要が
ある場合、すなわち動作のために携帯端末上のメモリを小さくする必要がある場合、サー
バ上に設けられる大容量のソフトウェアへの依存を高めてもよい。
【００５６】
　乗員支持システム２００は、図２４に示されるように、構成制御システム２１０と調節
可能な車両座席２０２とを含む。乗員支持システム２００は、図２３に示唆されるように
、車両座席２０２の最良適合の配置を提供する車両座席適合処理３００を実施するように
構成される。
【００５７】
　車両座席適合処理３００は、図２３に示されるように、データの取得３０２、身体配置
の計算３０４、座席ソリューションの計算３３８、および車両座席の調節３４０の動作を
含む。データの取得３０２は、乗員の身体測定データおよび車両の機器データを取得する
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ことにより達成される。その後、乗員データは、身体配置の計算３０４に使用され、車両
機器データは、座席ソリューション３３８の計算に使用され、上記の最良適合の配置を実
現するためにはどのように車両機器を位置決めすべきかが判定される。車両座席の調節３
４０は、座席ソリューション３３８の計算で生成された指示を使用して、車両座席２０２
の位置を調節する。車両座席の調節３４０は、ハンドル、ミラー、ヘッドアップ表示装置
、および制御ペダルの位置を調節して乗員への適合をさらに向上させるために使用されて
もよい。
【００５８】
　データの取得３０２は、図２５に示されるように、乗員データの取得３４２および車両
データの取得３４４の動作を含んでもよい。そこに示されるように、乗員データの取得３
４２は、データ取得の開始３０６と、ユーザインターフェイスへのアクセス３０８と、身
体測定データの入力３１０と、センサデータの選択的な受信３１２と、乗員データの記憶
３１４とを例示的に含む。車両データの取得３４４は、図２５に示されるように、車両座
席データの取得３４６と、他の車両機器データの取得３４８と、車両データの記憶３５０
とを例示的に含む。
【００５９】
　データ取得の開始３０６は、上記のように例示的に携帯端末１６上で行われてもよい。
ユーザインターフェイスへのアクセス３０８は、携帯端末１６に含まれるユーザインター
フェイス１２にユーザがアクセスし、身体測定データの入力３１０の動作の間に乗員デー
タを入力することによって行われてもよい。身体測定データの入力３１０は、乗員の体重
（Ｗ）、乗員の身長（Ｈ）、および乗員の性別（Ｇ）を含むデータの入力を含む。他の身
体測定結果も入力されてもよい。センサデータの受信３１２は、携帯端末１６、車両座席
２０２、または車両の内部のうちの１つに含まれるセンサからのデータの受信を含んでも
よい。センサデータは、乗員の頭と乗員の座席との間の距離（Ａ）と、乗員の背中と乗員
の膝との間の距離（Ｂ）と、乗員の膝と乗員の踵との間の距離（Ｃ）とを表わす測定結果
を含んでもよい。乗員データの記憶３１４は、携帯端末１６、車両に含まれるメモリ、ま
たはサーバ１４とも呼ばれる遠隔のコンピュータ１４への乗員データの記憶を含んでもよ
い。
【００６０】
　車両座席データの取得３４６は、車両座席２０２の構成および性能を判定するために車
両座席２０２と通信する携帯端末１６によって例示的に行われてもよい。車両座席の構成
および性能は、車両座席２０２に含まれるメモリまたは車両に含まれるメモリに記憶され
てもよい。車両座席の構成および性能は、サーバ１４または他のサーバに記憶され、車両
の構成および性能に関連付けられ得る車両座席識別子を使用して検索されてもよい。
【００６１】
　車両データ取得の他の車両機器データの取得３４８は、内部車室の形状が判定され得る
ように車両の型およびモデルを判定するために車両と通信する携帯端末１６によって例示
的に行われてもよい。一例として、防風ガラスの形状および防風シールドと車両の床との
間の距離が取得され、後の座席ソリューション３３８の計算の際に使用されてもよい。車
室データは、車両座席に含まれるメモリ、車両に含まれるメモリ、またはサーバ１４に記
憶され、車両に関連付けられ得る車両識別子を使用して検索されてもよい。一例として、
車両識別子は、車両の車両識別番号（ＶＩＮ）であってもよい。
【００６２】
　車両座席データの取得３４６および他の車両機器データの取得３４８は、図２９に示さ
れるようにＶＩＮ７４を手動で入力することによって行われてもよい。ユーザは、ＱＲコ
ード７６を有するカードを携帯端末１６に含まれるセンサの前で保持してもよい。センサ
は、図２９および図３０に示唆されるように、ＱＲコードをスキャンして自動的に車両デ
ータを判定するカメラであってもよい。ひとたびＶＩＮが知られ、携帯端末１６に入力さ
れると、図３１に示されるように、既知の乗員データを含む乗員プロフィール７８、車両
画像８０、車両座席画像８２、および車両データ８４が表示され得る。
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【００６３】
　データの取得３０２の間に乗員データおよび車両データが取得された後、データは、図
２６に示されるように、身体配置３０４の計算の間に使用されてもよい。身体配置の計算
３０４は、データの送信３１６およびデータの解析３１８の動作を含んでもよい。例示さ
れるデータの送信３１６は、車両および乗員データの符号化３１９、符号化されたデータ
の送信３２０、データの認証３２２、およびデータの復号化３２４を含んでもよい。デー
タの送信３１６は、データの取得３０２と同じ装置でデータの解析３１８が行われない状
況において使用されてもよい。一例として、身体配置の計算３０４が部分的に遠隔サーバ
１４によって行われ得る一方で、データの取得３０２は携帯端末１６で行われてもよい。
身体配置の計算３０４は、データの送信３１６の動作が行われないように、データの取得
３０２と同じ装置で行われてもよい。
【００６４】
　データの解析３１８は、図２６に示されるように、身体比率の計算３２６、外的な身体
の寸法の計算３２８、内的な身体の寸法の計算３３０、最良適合の快適性ゾーンの計算３
３２、最良適合の姿勢の選択３３４、および最良適合の身体配置の計算３３６の動作を含
んでもよい。データの取得３０２の間に取られた測定値およびデータは、データの解析３
１８の間、快適性を最大化して安全性のリスクを最小化する乗員の身体の最良適合の配置
を計算するために使用されてもよい。最良適合の身体配置は、車両座席の調節３４０の間
における手動または自動の調節のいずれかのための様々な機器に送信され得る座席調節指
示を生成するための座席ソリューション３３８の計算の間に使用されてもよい。調節指示
の送信３５６は、調節指示の符号化３５８、符号化された指示の送信３６０、および車両
調節指示の復号化３６２を含んでもよい。
【００６５】
　データの取得３０２の間に得られる距離（Ａ、Ｂ、およびＣ）は、身体比率３２６の計
算の間、一組の比率を計算するために使用されてもよい。身体測定データの入力３１０の
間に得られる比率および乗員データ（体重Ｗ、身長Ｈ、および性別Ｇ）は、外的な身体の
寸法の計算３２８への入力として提供されてもよい。外的な身体の寸法の計算３２８によ
り、データの取得３０２の間に測定されたものを越える追加の寸法がもたらされてもよい
。
【００６６】
　外的な身体の寸法は、その後、一組の内的な身体の寸法を計算するための内的な身体の
寸法の測定３３０の間の入力として使用されてもよい。内的な身体の寸法の計算３３０は
、乗員の肉体と乗員の骨格に含まれる乗員の骨との距離を推定することによって行われる
第１の動作と、乗員の骨格に関連付けられ得る一組の内的な身体の寸法を計算するために
推定の肉体の厚さを使用することによって行われる第２の動作とを含んでもよい。一例と
して、第１の動作は、乗員の骨盤と乗員の背中の外表面との間の肉体の厚さを計算し、乗
員の膝関節と乗員の膝の外表面との間の肉体の厚さを計算してもよい。第２の動作は、そ
の後、乗員の大腿部に関連付けられる内的な身体の寸法を判定するために事前に計算され
る２つの厚さを減算してもよい。
【００６７】
　内的な身体の寸法の計算３３０の間に計算される少なくとも１つの内的な身体の寸法は
、図２６に示されるような、乗員のための最良適合の快適性ゾーンの計算３３２への入力
として予め定められた基準と併せて使用されてもよい。最良適合の快適性ゾーンの計算３
３２は、第１の動作と第２の動作とを含んでもよい。第１の動作は、データの取得３０２
の間に得られる乗員データに基づいて特定の乗員のために確立され得る、考えられ得る全
ての最良適合の快適性ゾーンの計算であってもよい。第２の動作は、車両座席、車両ペダ
ル、およびハンドルが配置され得る位置に基づいた最良適合の快適性ゾーンの除外を含ん
でもよい。結果として、一組の最良適合の快適性ゾーンが確立され得る。一組の各最良適
合の快適性ゾーンは、乗員が車両内で着座している時に取り得るいくつかの座席姿勢の１
つに関連付けられてもよい。
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【００６８】
　最良適合の姿勢の選択３４４の間、最良適合の快適性ゾーンの１つが、最良適合の快適
性ゾーンの計算３３２の間に確立された一組の最良適合の快適性ゾーンから選択され得る
。最良適合の姿勢の選択の一例として、前かがみの姿勢に関連付けられる最良適合の快適
性ゾーン、および起立姿勢に関連付けられる最良適合の快適性ゾーンが判定され得る。前
かがみの姿勢と起立姿勢との間の適切な量の前かがみに関連付けられる中間的な最良適合
の快適性ゾーンが、最良適合の姿勢の選択３３４の出力として選択されてもよい。
【００６９】
　最後に、最良適合の身体配置の計算３３６は、車両座席２０２が着座している間の乗員
の快適性を最大化してリスクを最小化する乗員の身体の配置を判定するために、最良適合
の姿勢の選択３３４の間に判定される最良適合の姿勢を使用してもよい。最良適合の身体
配置は、図２７に示されるように、座席ソリューションの計算３３８の間に使用され得る
。
【００７０】
　座席ソリューションの計算３３８は、図２７に示されるように、最良適合の座席ソリュ
ーションの計算３５２と、調節指示の作成３５４と、調節指示の送信３５６とを含んでも
よい。最良適合の座席ソリューションの計算３５２は、乗員の身体を最良適合の身体配置
に置く車両座席２０２および他の車両機器の配置を判定するために、最良適合の身体配置
および車両データを使用してもよい。最良適合の座席ソリューションの判定３５２が行わ
れた後、最良適合の座席ソリューションは、調節指示の作成３５４に使用されてもよい。
これらの指示は、車両の他の機器のうち、車両座席、ハンドル、および車両ペダルの位置
を変え、前に判定された最良適合の身体配置を実現するために使用されてもよい。調節指
示が生成された後、調節指示の送信３５６の間に車両座席２０２に対して調節指示が伝え
られてもよい。
【００７１】
　調節指示の送信３５６は、図２７に示されるように、調節指示の符号化３５８と、符号
化された指示の送信３６０と、調節指示の復号化３６２とを含んでもよい。一例として、
データの解析３１８は、遠隔サーバ１４上で行われてもよい。結果として、調節指示は、
調節指示の送信３５６の間に携帯端末１６に送信されてもよい。遠隔サーバ１４は、調節
指示の符号化３５８を行い、符号化された指示の送信３６０を行ってもよい。携帯端末１
６は、符号化された調節指示を受信し、これらの調節指示を車両座席２０２に伝えるため
に使用されてもよい。その後、車両座席２０２に含まれる制御ユニットは、調節指示を復
号化してもよい。
【００７２】
　身体配置の計算３０４および座席ソリューションの計算３３８の他の実施形態において
、データの解析３１８は、遠隔サーバ１４との通信を行わずに携帯端末１６上で行われて
もよい。携帯端末１６は、データの解析３１８と、最良適合の座席ソリューションの計算
３５２と、調節指示の作成３５４と、調節指示の符号化３５８と、車両座席または車両の
制御システムに対する符号化された指示の送信３６０とを行ってもよい。
【００７３】
　その後、復号化された調節指示は、図２７に示される車両座席の調節３４０の間、車両
座席の制御ユニットによって使用されてもよい。車両座席の調節３４０は、車両座席に含
まれる座席底部の位置の調節３６４と、車両座席に含まれる座席背部の位置の調節３６６
と、他の車両オプションの位置の調節３６８とを含んでもよい。一例として、他の車両オ
プションは、可動ヘッドレストなどの車両座席の他の調節、ハンドルの調節、および車両
ペダルの調節であってもよい。車両座席、ハンドル、および車両ペダルは、電力が供給さ
れる場合、自動で動いてもよい。しかしながら、車両座席、ハンドル、および車両ペダル
は、電動機器が車両に備わっていない場合、手動で動かされてもよい。そのような状況に
おいて、調節指示の復号化は、携帯端末１６によって行われてもよい。
【００７４】
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　様々な実施形態は、電動調節可能な座席背部の角度、高さの調節、クッションの傾斜、
前後スライド、上背の角度、クッション長さの調節、電動のヘッドレストなどを含む様々
な機能を有する車両座席と併せて実施されてもよい。これに加えて、このような座席は、
たとえば、上方ボルスタ、クッションボルスタ、四方腰部調節部、十点プログラムマッサ
ージシステムなどを有する空気システムを含んでもよい。さらに、このような座席は、座
席の加熱、能動的な冷却、換気、および／または完全座席メモリシステムを含む様々なタ
イプの温度制御機能を有してもよい。これら全てのオプションを操作することはユーザに
とって難しい場合もある。さらに、様々な設定がどのように互いに相互作用するか、また
は客観的に見てどの設定が乗員の身体の大きさ、寸法、および身体的状態により有益であ
るかについてユーザが理解できない場合がある。
【００７５】
　図１１～図１９に示唆されるように、携帯端末１６に含まれるセンサは、乗員の身体お
よび体型のモデル化に使用することができる乗員データを判定するために使用されてもよ
い。このようなセンサは、携帯端末に設けられるカメラ、および１つ以上の加速度計を含
んでもよい。このため、携帯端末１６に含まれる１つ以上のセンサは、携帯端末１６上で
動作する１つ以上のソフトウェアアプリケーションと連動して稼働し、乗員に関連付けら
れる身体測定データを取得してもよい。少なくとも１つの実施形態によれば、少なくとも
１つのセンサは、携帯端末１６上で動作するソフトウェアアプリケーションと連動して使
用されてもよく、選択的に、センサおよび／またはトランスポンダを乗員の座席領域に設
け、座席領域を含む車両の内部と相対的に関連する乗員の身体に関連付けられる身体測定
データが提供されてもよい。
【００７６】
　このため、本開示によれば、グラフィカルユーザインターフェイス（ＧＵＩ）および関
連付けられるソフトウェアアプリケーションは、携帯端末１６上で実行されてもよく、携
帯端末のカメラを使用し、体節の長さ、身長、体重、衣服の大きさなどを解析することに
よって人間の体の大きさおよび体型のデータを判定するように構成されてもよい。乗員の
体の大きさおよび体型のデータの解析を行うためのソフトウェアアルゴリズムは、ユーザ
の携帯端末上、および／または原データもしくは事前に解析されたデータを携帯端末から
受信し得てインターネットを介してアクセス可能なサーバ上で実行されてもよい。そのサ
ーバは、乗員の車両座席における乗員のために最適化もしくはカスタマイズされた適合を
提供し得る解析機能を提供するように構成されるソフトウェアを実行してもよい。乗員の
大きさおよび体型寸法を解析するためのソフトウェアの有用性は、自動車の座席以外の座
席の適合を向上またはカスタマイズさせるために使用されてもよく、航空機、船、または
オートバイにおいて座席を向上させるために使用されてもよい。さらに、自宅用またはオ
フィス用の器具である座席を最適化またはカスタマイズするためにソフトウェアを使用す
ることにも付加的な有用性があり、これに加え、このようなソフトウェアは、車いすおよ
び他の可動支援装置の適合を向上させるために使用されてもよい。
【００７７】
　ＧＵＩおよびアプリケーションは、図２８に示されるように、ＰＤＡ上および／または
 サーバアプリケーションを介して実行されてもよい。代替的に、または付加的に、この
ようなアプリケーションの一部または全ては、車両に設けられるソフトウェアおよび／ま
たはハードウェア上で実行されてもよい、またはこれに接続して実行されてもよい。この
ため、判定された人体の大きさおよび体型のデータを解析する１つ以上のソフトウェアア
プリケーションは、快適性、適合性、安全性などの最適化された調節パラメータを選択す
るために使用されてもよい。乗員と車両との相互作用に関連して収集データが取得される
実施において、このソフトウェアは、乗員の体感を最適化するために、ミラー、操作ペダ
ル、ハンドル、ヘッドアップ表示装置などの位置を検知するように選択的に構成されても
よい。
【００７８】
　図２８に示されるように、車両においてユーザが調節可能な機器を調節するための機器
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および処理によって、有用性が向上する。第１に、ユーザが調節可能な機器を調節するた
めの処理により、安全性および快適性が最大化されるように、車両座席およびユーザが調
節可能な他の機器をユーザにカスタマイズさせる指示がユーザに提供される。第２に、最
良適合の座席ソリューションを取得するために使用される特定のアルゴリズムが、サーバ
上で管理およびアップデートされてもよい。第３に、最良適合の座席ソリューションの生
成を中心に位置付けることにより、最良適合の座席ソリューションを生成するために使用
されるアルゴリズムの配布を制御する能力が提供される。第４に、機器調節指示を生成し
、ユーザが調節可能な機器に含まれる電動アクチュエータに対してそれらの指示を自動的
に伝えることにより、最良適合の座席ソリューションの技術を含むように作り上げられた
車両が指示に対して自動的に応答し得る。第５に、機器調節指示を生成し、その場にいる
ユーザに伝えることにより、現時点で開示されている処理に基づき、全ての車両座席が調
節されてもよい。第６に、最良適合の座席ソリューションを生成して機器調節指示を生成
する処理は、機器から遠隔的に行われる。結果として、車両の座席（航空機、電車、ボー
ト、オートバイ）、車いす、オフィス用器具などの他の分野の機器が調節されてもよい。
【００７９】
　図３２～図３６は、少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションにより提供され、
最良適合の座席ソリューションを車両座席２０２に配布するために使用されるユーザイン
ターフェイス機能を表わす一連のスクリーンショットを示す図である。図３２に示される
ように、携帯端末１６は、最良適合の配置を提供するために車両座席２０２を調整するオ
プション２０４をユーザに提供してもよい。ユーザがそのオプションを選択すると、携帯
端末１６は、図３３および図３４に示されるように、車両座席の調節３４０を表示する一
連の状態メッセージ２０６を提供する。車両座席の調節３４０を示す他の表示は、図３５
および図３６に示される。
【００８０】
　車両座席２０２は、電動および／または手動の調節機構を含んでもよい。図３７および
図３８は、本開示に基づき提供される座席上ユニット制御パネル２０８を例示する斜視図
である。座席上ユニット制御パネル２０８は、通信ユニット１８を介して携帯端末１６に
対して、またはＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）システムなどの通信プロトコルを介して
他の構成要素に対して車両座席が現時点でデータおよび／または指示を受信または送信し
ているかどうかについての表示部２２０に加え、車両座席の水平方向の構成要素を調節す
る調節制御部２１２と、車両座席の垂直方向の構成要素を調節する制御部２１４と、様々
なマッサージ／加熱／冷却機能制御部２１６と、車両座席のヘッドレストを調節する制御
部２１８とを含む制御パネル２０８を含んでもよい。制御パネル２０８は、図３８に示さ
れるように、車両座席が最良適合の配置にあるかどうかを認証するように構成された表示
部２２２もさらに含む。
【００８１】
　選択的に、座席接続性インターフェイスは、ユーザまたはユーザの携帯端末が乗員の車
両座席または座席領域と連動し、これによってデータを取得し（たとえば、ハンドル、足
ペダル、バックミラーなどの車両座席以外の製品／ゾーンからのデータ）、車両座席また
は座席領域の構造または環境構成を制御できる通信および制御インターフェイスを提供す
るように構成されてもよい。
【００８２】
　上に記載したように、本開示に基づいて提供されるサービスおよび機能は、１つ以上の
身体的な疾患または状態のために、またはユーザの特定の目標を提供するために、乗員の
車両座席をどのように構成すべきかについての１つ以上の指導源から専門家の指導を受け
るオプションをユーザに提供してもよい。
【００８３】
　このため、図３９に例示されるように、少なくとも１つのソフトウェアアプリケーショ
ンによって提供されるユーザインターフェイス機能は、本開示に基づき、ユーザが支援を
求める１つ以上の身体的疾患または治療状態をユーザが選択することができるように、メ
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ニュー上に示される１つ以上の項目を選択することを含んでもよい。このような身体的疾
患または治療状態は、たとえば、下背部の痛み２２４、座席におけるしびれ２２６、脚の
不快感２２８、背中の凝り２３０、安全性の向上または凝った首のためのヘッドレストの
位置決め２３２、熱的な不快感２３４などを含んでもよい。
【００８４】
　表示されたオプションのうちの１つをユーザがひとたび選択すると、携帯アプリケーシ
ョンは、特定の症状または望ましくない体感を和らげるために特定の状態の治療および／
または乗員の車両座席の位置決めに関する映像および／または音声プログラム２３８など
の教育的情報と組みわせて、選択された状態に関連する専門家の指導２３６が表示される
ように構成されてもよい。図４０は、本開示に基づく、治療情報の配布および／または車
両座席の位置決めの推奨のための少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによっ
て提供されるユーザインターフェイス機能を例示するスクリーンショットを示す図である
。
【００８５】
　図２８において例示された座席適合の最適化および変形ソフトウェア１４０に関連して
上に記載したように、インタラクティブマルチメディアによる専門家指導の配布は、携帯
端末１６上で実行される携帯アプリケーションによって、その全てまたは一部が行われて
もよい。しかしながら、本開示に基づき、たとえば記憶や解析などの機能の一部が、イン
タラクティブマルチメディア専門家指導モジュールソフトウェア１４５など、１つ以上の
通信ユニット１８（ネットワーク１８ともいう）を介して携帯端末１６からアクセス可能
なサーバ１４上で実行されるソフトウェアを使用して実行され得ることが予測される。
【００８６】
　上に記載したように、本開示に基づき提供されるサービスおよび機能は、快適性の向上
、身体的治療、特定の乗員の活動および関心のために最適化された座席構成などを提供す
るために乗員の車両座席の１つ以上の特徴をアップグレードするオプションを乗員に提供
する。たとえば、乗員には、たとえば、「あなたの下背部の痛みを和らげる源として、あ
なたの携帯端末に＄２．９９でダウンロード可能な下背部の治療を検討するべきです。」
など、要求される専門家の指導の配布と連動する車両座席の特徴をアップグレードする機
会が提供されてもよい。
【００８７】
　図４１～図４７は、本開示に基づく、無線Over The Air（ＯＴＡ）構成を介して乗員の
車両座席によって提供される、アップグレード機能のための１つ以上のアップグレードオ
プションからユーザが選択することができる少なくとも１つのソフトウェアアプリケーシ
ョンによって提供されるユーザインターフェイス機能を例示するスクリーンショットを示
す図である。
【００８８】
　アップグレードオプションのメニューは、図４１に示される治療処置に限定されず、運
転者のパフォーマンス、進行時の快適性および安全性の最大化、容易なエントリ、運転者
の視力の向上、および動きの快適性の向上などを含む、乗員の体感の特定の局面を最適化
するための位置決めアプリケーションのオプション２４２を含んでもよい。携帯端末上で
実行されるアップグレードアプリケーションおよび配布ソフトウェアは、アップグレード
がもたらす性能、価値、または利益を説明する追加の情報２４４を提供するように構成さ
れてもよい（図４３を参照）。さらに、様々なカスタマイズおよび／またはアップグレー
ドオプションを提供するためのソフトウェアアプリケーションは、それ自体がアップグレ
ード可能なアプリケーションである。
【００８９】
　少なくとも１つのアップグレードをアップグレード２４０のメニューからユーザが選択
すると、このようなアップグレードが乗員の携帯端末１６にダウンロードされ得る。結果
として、このようなアップグレードが、通信ユニット１８を介して乗員の車両座席にイン
ストールされ得る。図４４および図４５は、少なくとも１つのソフトウェアアプリケーシ
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ョンによって提供され、アップグレードされた機能に関連付けられるデータおよび／また
はソフトウェアプログラムをユーザの携帯端末に配布するために使用されるユーザインタ
ーフェイス機能を表わす一連のスクリーンショットを示す図である。
【００９０】
　図４６および図４７は、少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供
され、アップグレードされた機能に関連付けられるデータおよび／またはソフトウェアプ
ログラムを乗員の携帯端末１６から乗員の車両座席への配布に関する状態アップデート情
報２４６を提供するために使用されるユーザインターフェイス機能を表わす一連のスクリ
ーンショットを示す図である。
【００９１】
　図４８～図５３は、少なくとも１つのソフトウェアアプリケーションによって提供され
るユーザインターフェイス機能を表わす他の一連のスクリーンショットを示す図である。
ユーザインターフェイス機能により、ユーザは、通信ユニットを介して乗員の車両座席に
よって提供される機能をアップグレードするための１つ以上のアップグレードオプション
の中から選択することができる。ユーザには、図４８に示されるように、健康治療ボタン
５６８または適切な姿勢ボタン５６９を選択するオプションが提示されてもよい。一例と
して、ユーザは、健康治療ボタン５６８を選択した。その後、ユーザは、乗員システムに
含む１つ以上のオプションを選択することができる。図４９に示されるように、ユーザは
、指圧マッサージアプリケーション５７０、ワークアウト軽減アプリケーション５７１、
およびMicroFitアプリケーション５７４を様々な他の健康治療の中から選択した。
【００９２】
　ユーザは、適切な姿勢ボタン５６９も選択してもよい。一例として、ユーザは、図５０
に示されるようなパフォーマンス運転アプリケーション５７２およびGPSFitアプリケーシ
ョン５７６を選択してもよい。ユーザが所望のオプションをひとたび選択すると、ユーザ
は、図５１で示唆され、図５２で確認されるように、選択されたオプションを座席動作シ
ステムにインストールする選択項目のインストールボタン５７３を押す。
【００９３】
　図２８に例示される座席適合最適化および変形ソフトウェア１４０に関連して上で説明
したように、アップグレードおよびアプリケーション配布機能は、その全体または一部が
、携帯端末１６上で実行される携帯アプリケーションによって提供されてもよい。しかし
ながら、たとえば、記憶、解析などの一部の機能は、たとえばアップグレードおよびアプ
リケーション配布エンジンソフトウェア１５５など、通信ユニット１８を介して携帯端末
１６からアクセス可能なサーバ（たとえば、サーバ１４）上で実行されるソフトウェアを
使用して行われ得ることが、本開示の範囲内で予測される。
【００９４】
　上に記載したように、本開示に基づき提供されるサービスおよび機能は、ユーザの健康
および健康状態を監視する複数のセンサを含み得る車両座席を提供する。車両座席は、健
康および健康状態を監視するためのデータの解析、および／または１つ以上の車両座席パ
ラメータの最適化およびカスタマイズに関するさらなる解析を提供するサーバをベースと
したアプリケーション（直接的に無線で、または携帯端末をベースとしたソフトウェアア
プリケーション）に監視データを送信してもよい。
【００９５】
　さらに、スイート１３５は、車両座席２０２に含まれるセンサによって取得されるユー
ザの生体測定データを受信するように構成された生体測定センサスイートソフトウェア１
５０を含んでもよい。身体的状態または疾患を診断する、および／または身体的状態また
は疾患への対処もしくは治療のために乗員の車両座席の位置を位置決めもしくは変化させ
るための推奨を提供するべく、生体測定データは、ソフトウェアスイートによって解析さ
れてもよい。加えて、ソフトウェア１５０は、スイート１３５にも含まれるアップグレー
ドおよびアプリケーション配布エンジンソフトウェア１５５(図２５～図３１に関連して
説明された）を介して乗員の車両座席２０２に施される１つ以上のアップグレードについ
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ての推奨を提供するように構成されてもよい。
【００９６】
　上に記載したように、本開示に基づき提供されるサービスおよび機能は、座席適合最適
化および変形ツールソフトウェア（サーバ１４上および／または図２８に例示される携帯
端末１６上で実行されるアプリケーション内で実施され得る）によって行われる解析に基
づいた車両座席の最適化またはカスタマイズのオプションをユーザに提供する。
【００９７】
　上に記載したように、通信ユニットは、ユーザまたはユーザの携帯端末を乗員の車両座
席または座席領域と連動させ、データを取得し（たとえば、ハンドル、足ペダル、後部ミ
ラーなどを含む車両座席以外の製品／ゾーンからのデータ）、車両座席または座席領域の
構造的または環境構成を制御することができる通信および制御インターフェイスを提供す
るように構成されてもよい。この局面により、図５３に示されるように、座席の位置決め
のカスタマイズを提供するシステムに含まれるソフトウェアに情報が提供され、フィード
バックを介して座席の位置決めの最適化を行うことができる。
【００９８】
　図５３は、座席構造および環境構成を向上させるために身体の詳細を取得、解析、利用
するシステム、方法、および構成要素を介してユーザに提供され得る機能を説明するため
に使用される図である。乗員の車両座席の体感および関連する身体的状態についてのデー
タを収集して解析する機構として、本開示において提供されるソフトウェアアプリケーシ
ョンのメインメニュー２４８を使用することにより、システムは、乗員の健康状態データ
をさらに解析し、座席技術をさらに向上させるための機構を提供することができる。結果
として、メインメニューおよびその関連するバックエンドソフトウェアは、車両座席に含
まれるセンサ２５０のデータ取得を調整し、特定の車両座席の設定や構成が乗員の健康状
態に影響を与える仕組みについての追加の情報を提供するために使用することができる。
その後、その情報は、乗員の携帯端末１６に出力され、治療への能動的な関与、および／
または身体的状態の進行および退行への追従を行うことができる。
【００９９】
　たとえば、車両座席が長距離トラックの運転手のものである場合、車両座席内のセンサ
は、血流、温度、または仕事の日を通しての健康状態を示す他の生体測定データに関する
状態情報を提供するために使用することができる。このような情報は、運転の休憩の推奨
、運転者の車両座席パラメータの変更、熱または冷気を加えることについての助言を与え
るために使用することができる。さらに、データは、個人に対するモデル化および治療を
さらに最適化するために、１人以上の専門家２５２によって使用されてもよい。結果とし
て、システムサービスおよび機能の中心化機能により、全ての種類の座席を使用する個人
の健康状態を改善するためにデータを取得、解析、および使用する方法がさらに向上する
。
【０１００】
　たとえば、図５４に示されるように、乗員支持システム４００の他の実施形態は、構成
制御システム１０と、前部車両座席４０２と、後部車両座席４０４と、センサパッケージ
４０６とを含んでもよい。前部車両座席４０２および後部車両座席４０４は、前部車両座
席４０２および後部車両座席４０４の両方の最良適合の配置を実現するために、通信ユニ
ット１８と通信するように構成されてもよい。センサパッケージ４０６は、車両座席に統
合され、乗員の身体測定データおよび乗員の快適性データを感知するように構成されたセ
ンサと、車両の車室に統合され、携帯端末１６からの入力、ユーザインターフェイス１２
から受け取る入力、およびコンピュータ１４から受け取る入力を受け取るように構成され
るセンサとを含んでもよい。
【０１０１】
　図５４に示されるように、乗員支持システム４００は、前部インテリジェント車両座席
４０２と後部インテリジェント車両座席４０４とを含んでもよい。前部インテリジェント
車両座席４０２および後部インテリジェント車両座席４０４は、通信ユニット１８に結合
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され、車両座席４０２および車両座席４０４の各々の位置および状態について互いにデー
タを交換するように構成されてもよい。結果として、インテリジェント車両座席４０２お
よびインテリジェント車両座席４０４は、車両座席４０２および車両座席４０４の両方の
最良適合の配置を計算するために使用され得るデータのソースとしての役割を果たす。車
両座席４０２および車両座席４０４の最良適合の配置は、各乗員が座席に座った際の快適
性および安全性を最大化させるようなインテリジェント車両座席４０２およびインテリジ
ェント車両座席４０４の互いの相対的な配置であってもよい。
【０１０２】
　図５５～図５７は、乗員の車両座席と連動して提供される特定の通信機能を提供するた
めの様々な構成を表わす様々な例を示す図である。図５５に示されるように、端末１６は
、ＣＡＮ通信バス２６０（乗員の車両内に設けられる）を介して乗員の車両座席電子制御
ユニット（ＥＣＵ）２５８に結合される乗員の車両通信およびナビゲーションシステム２
５６と無線で通信し、座席ＥＣＵ２５８からセンサデータを取得し、座席ＥＣＵ２５８に
構成指示を提供し、位置決めを最適化してアップグレードをダウンロードする。代替的に
、図５６に示されるように、携帯端末１６は、ＣＡＮ通信バス２６０を介して座席ＥＣＵ
２５８に結合されるＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）ラジオ２６２と通信してもよい。さ
らに、図５７に示されるように、携帯端末１６は、ＣＡＮ通信バス２６０に設けられる座
席ＥＣＵ２５８に組み込まれ得るＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ラジオ２６２と無線で
通信してもよい。
【０１０３】
　図５８に示されるように、構成制御システム５１０の他の実施形態は、第１の計算装置
５１６と、第２の計算装置５１４と、第３の計算装置５１２と、第４の計算装置５２０と
、ネットワーク５１８とを含んでもよい。第１の計算装置５１６は、たとえば携帯端末で
ある。第２の計算装置５１４は、たとえば遠隔コンピュータであってもよい。第３の計算
装置５１２は、たとえば車両座席電子制御ユニットであってもよい。第４の計算装置５２
０は、たとえばパーソナルコンピュータであってもよい。第１の計算装置５１２、第２の
計算装置５１４、第３の計算装置５１６、および第４の計算装置５１８は、ネットワーク
５１８を介して互いに通信してもよい。
【０１０４】
　第１の計算装置５１６は、図５８に示されるように、グラフィカルユーザインターフェ
イス５２２と、センサ５２４と、プロセッサ５２６と、電力モジュール５２８と、メモリ
５３０と、通信ユニット５３２とを含んでもよい。メモリ５３０は、上記のように実施さ
れ得る。電力モジュール５２８は、電力を提供するためにプロセッサ５２６に結合されて
もよく、第１の計算装置５１６に含まれる他の構成要素に結合されてもよい。グラフィカ
ルユーザインターフェイス５２２、センサ５２４、および通信ユニット５３２は、メモリ
５３０に記憶される指示に基づく処理のためにプロセッサ５２６にデータを提供するべく
、プロセッサ５２６に結合されてもよい。加えて、データは、メモリ５３０に記憶されて
もよい。グラフィカルユーザインターフェイス５２２および通信ユニット５３２も、プロ
セッサ５２６からの計算結果および／またはデータをユーザまたは他の計算装置５１４，
５１２，５２０に伝えるべく、プロセッサ５２６に結合されてもよい。
【０１０５】
　第２の計算装置５１４は、図５８に示されるように、プロセッサ５３６と、電力モジュ
ール５３８と、メモリ５４０と、通信ユニット５３４とを含んでもよい。メモリ５４０は
、上記のように実施され得る。電力モジュール５３８は、電力を供給するためにプロセッ
サ５３６に結合されてもよく、第２の計算装置５１４に含まれる他の構成要素に結合され
てもよい。通信ユニット５３４は、他の計算装置５１６，５１２，５２０からメモリ５４
０に記憶される指示に基づく処理のためにプロセッサ５３６にデータを提供するべく、プ
ロセッサ５３６に結合されてもよい。加えて、データは、メモリ５４０に記憶されてもよ
い。計算されたデータの結果は、通信ユニット５３４を介して通信される。
【０１０６】



(32) JP 5996542 B2 2016.9.21

10

20

30

40

50

　第３の計算装置５１２は、図５８に示されるように、プロセッサ５４６と、電力モジュ
ール５４４と、メモリ５４８と、通信ユニット５４２とを含んでもよい。メモリ５４８は
、上記のように実施され得る。電力モジュール５４４は、電力を提供するためにプロセッ
サ５４６に結合されてもよく、第３の計算装置５１２に含まれる他の構成要素に結合され
てもよい。通信ユニット５４２は、他の計算装置５１６，５１４，５２０とメモリ５４８
に記憶される指示に基づく処理のためにプロセッサ５４６との間でデータを送信するべく
、プロセッサ５４６に結合されてもよい。加えて、データは、後に使用するためにメモリ
５４８に記憶されてもよい。
【０１０７】
　第４の計算装置５２０は、図５８に示されるように、プロセッサ５５４と、電力モジュ
ール５５６と、メモリ５５８と、グラフィカルユーザインターフェイス５５２と、通信ユ
ニット５５０とを含んでもよい。メモリ５５８は、上記のように実施され得る。電力モジ
ュール５５６は、電力を提供するためにプロセッサ５５４に結合されてもよく、第２の計
算装置５２０に含まれる他の構成要素に結合されてもよい。通信ユニット５５０は、他の
計算装置５１６，５１４，５１２の間のデータをメモリ５５８に記憶される指示に基づく
処理のためにプロセッサ５５４に送信するべく、プロセッサ５５４に結合されてもよい。
加えて、データは、メモリ５５８に記憶されてもよい。データは、プロセッサ５５４によ
る使用のためにグラフィカルユーザインターフェイス５５２を介して表示または入力され
てもよい。
【０１０８】
　構成制御システム５１０は、有用性を向上させ得る。第１に、通信ネットワークおよび
インテリジェント車両座席は、乗員についてのデータの取得および車両座席の配置の変更
のための複数の入力および出力の方法を容易にする。第２に、考えられるデータのソース
およびインテリジェント車両座席の各々は、通信ネットワーク上でのスタンドアローンノ
ードとして構成されてもよく、問題解決およびネットワークにわたる通信の簡易化が容易
となる。さらに、他の機器との干渉が最小化される。第３に、データおよび命令を入力す
るためのユーザインターフェイスは、車両、携帯端末、およびパーソナルコンピュータに
含まれてもよい。結果として、利便性が最大化される。第４に、車両に含まれる通信ネッ
トワークは、インテリジェント機器（たとえば、前部車両座席および後部車両座席）、携
帯端末、およびパーソナルコンピュータが互いに通信し合い、単に車両座席の配置を最適
化するだけでなく車室全体の配置を最適化する能力を提供する。第５に、インテリジェン
ト車両座席または車両車室に含まれるセンサは、最良適合の座席ソリューションが継続的
にアップデートされ得るように、乗員の身体測定データおよび乗員の快適性の変化につい
てのフィードバックデータを遠隔サーバに提供してもよい。
【０１０９】
　本開示に基づく乗員支持システム６００は、図６０の線図で示されるように、構成制御
システム６０２と、車両座席６０４と、空気システム６０６とを含んでもよい。乗員支持
システム６００は、乗員支持システム６００の最適適合配置を提供する乗員支持システム
適合処理７００を行うように構成されてもよい。
【０１１０】
　車両座席６０４は、車両に含まれる車両フレーム６１０に取り付けられ、車両フレーム
６１０に対して相対的に動いてもよい。車両座席６０４は、図６０に示されるように、車
両フレーム６１０に対して前後に摺動するように車両フレーム６１０に結合される座席底
部６２６と、座席背部の枢動軸６１８を中心に座席底部６２６に対して前後に枢動するよ
うに座席底部６２６に結合された座席背部６２８と、座席動作システム６２０とを含んで
もよい。構成制御システム６０２は、乗員の身体測定データに関連付けられる最良適合の
配置に座席底部６２６および座席背部６２８を座席動作システム６２０に動かさせるため
の指示を座席動作システム６２０に提供してもよい。
【０１１１】
　車両座席６０４は、車両座席６０４の高さ調節、座席底部６２６の傾斜、座席背部６２



(33) JP 5996542 B2 2016.9.21

10

20

30

40

50

８の上背部の角度の調節、座席底部の長さの調節、ヘッドレストの動作などを含む追加の
機能を含んでもよい。これらの様々な調節は、電動、手動、または電動および手動の組み
合わせによって行われてもよい。さらに、このような車両座席は、座席の加熱、能動的な
座席の冷却、換気、および／または完全座席メモリシステムを含む様々なタイプの温度制
御機能を含んでもよい。
【０１１２】
　構成制御システム６０２は、携帯端末１６と、遠隔コンピュータ１４と、通信ユニット
１８とを含んでもよい。携帯端末１６は、携帯端末１６に含まれるセンサ、データの手動
、またはこれら２つの組み合わせを使用して乗員の寸法を取得する少なくとも１つのソフ
トウェアアプリケーションを含んでもよい。乗員データは、有線および／または無線の通
信ユニット１８を介して座席動作システム６２０に送られ得る最良適合の配置をモデル化
するために使用されてもよい。結果として、座席動作システム６２０は、事前に収集され
た乗員データに関連付けられる最良適合の配置に車両座席６０４を動かしてもよい。
【０１１３】
　座席動作システム６２０は、図６０に線図で示されるように、座席制御部６４０と、座
席背部アクチュエータ６４２と、座席底部アクチュエータ６４４とを例示的に含むため、
車両座席５０４の様々な部分を動かすことが可能であってもよい。座席制御部６４０は、
座席底部アクチュエータ６４４および座席背部アクチュエータ６４２と通信し得るコンピ
ュータであってもよい。座席底部アクチュエータ６４４は、座席トラック６４６上で座席
底部６２６を前後に動かすために必要な力を提供する電動モータであってもよい。座席背
部アクチュエータ６４２は、座席背部の枢動軸６１８に対して座席背部６２８を前後に枢
動させるのに必要な力を提供する電動モータであってもよい。
【０１１４】
　空気システム６０６は、図６０および図６３に示されるように、加圧空気源６３２と、
少なくとも１つの圧力センサ６３４と、少なくとも１つの空気袋６１１とを含んでもよい
。一例として、空気システム６０６は、上方腰部袋６１１と、中間腰部袋６１２と、下方
腰部袋６１３と、左座席背部ウイング袋６１４と、右座席背部ウイング袋６１５と、左座
席底部ウイング袋６１６と、右座席底部ウイング袋６１７とを含んでもよい。各空気袋６
１１，６１２，６１３，６１４，６１５，６１６，６１７は、加圧空気源６３２に結合さ
れ、内部の加圧空気を受け取って空気袋６１１，６１２，６１３，６１４，６１５，６１
６，６１７の各々を膨張させてもよい、または空気を排出して収縮させてもよい。
【０１１５】
　空気袋６１１，６１２，６１３，６１４，６１５，６１６，６１７の各々は、空気袋６
１１，６１２，６１３，６１４，６１５，６１６，６１７の各々における空気圧を測定し
、その圧力を座席動作システム６２０に伝えるように構成され得る少なくとも１つの圧力
センサ６３４にさらに結合されてもよい。結果として、座席動作システム６２０は、空気
袋６１１，６１２，６１３，６１４，６１５，６１６，６１７の各々を膨張または収縮さ
せ、空気袋６１１，６１２，６１３，６１４，６１５，６１６，６１７の各々における空
気圧が図６５に示唆されるような許容可能な圧力範囲となるように、加圧空気源６３２に
命令してもよい。使用の一例として、圧力センサ６３４は、中間腰部袋６１２における高
い圧力を感知し、この高い圧力を座席動作システム６２０に伝えてもよく、座席動作シス
テム６２０は、中間腰部袋６１２から空気を放出するように加圧空気源６３２に命令し、
中間腰部袋６１２で感知された空気圧が減少して図６５に示唆される許容可能な圧力範囲
となるようにしてもよい。
【０１１６】
　図６０に示されるように、空気システム６０６は、加圧空気源６３２と、複数の空気袋
６１１，６１２，６１Ｎを有する空気システムと、袋６１１，６１２，６１Ｎの各々に関
連付けられる別個の弁を有するマニホールド６３６と、圧力センサ６３４と、空気管シス
テム６３８とを含んでもよい。空気管システム６３８は、加圧空気源６３２からの共通の
線を使用してマニホールド６３６に加圧空気が供給されるように、関連付けられる空気袋
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６１１，６１２，６１Ｎにマニホールド６３６を相互接続するように構成されてもよい。
１つの弁を開いて他の残りの弁を閉じることによって、１つのみの圧力センサを使用して
袋６１１，６１２，６１Ｎの各々における圧力を感知し、一度に１つずつ袋６１１，６１
２，６１Ｎの各々の圧力が感知されるように、空気管システム６３８は、圧力センサ６３
４を共通の線に相互接続するようにさらに構成されてもよい。
【０１１７】
　１つのみの圧力センサを使用する結果として、袋６１１，６１２，６１Ｎの各々におけ
る空気圧の制御が、連続的に行われ得る。一例として、第１の袋６１１内の空気圧は、圧
力センサ６３４によって感知されてもよい。その後、圧力信号は、座席動作システム６２
０に伝えられてもよく、座席動作システム６２０は、必要に応じて第１の空気袋６１１を
膨張もしくは収縮させる、または維持するように加圧空気源６３２に命令する。その後、
座席動作システム６２０は、マニホールド６３６に含まれて第１の袋６１１に関連付けら
れる第１の弁に対して閉じるように命令し、第２の袋６１２に関連付けられる第２の弁に
対して開くように命令する。その後、第２の袋６１２内の圧力は、圧力センサ６３４によ
って感知されてもよい。第２の袋６１２に関連付けられる圧力信号は、その後、座席動作
システム６２０に伝えられてもよく、座席動作システム６２０は、許容可能な範囲内に第
２の袋６１２を維持するように働く。例示されるように、全ての追加の袋の制御は、座席
動作システム６２０が第１の袋６１１の空気圧とともにアップデートされる前に順次に循
環して行わなければならない。
【０１１８】
　乗員支持システム適合処理７００は、図５９に示されるように、データの取得７０２と
、身体配置の計算７０４と、座席ソリューションの計算７０６と、車両座席の調節７０８
と、空気システムの調節７１０とを含む。上述のように、データの取得７０２、身体配置
の計算７０４、座席ソリューションの計算７０６、および車両座席の調節７０８は、車両
座席６０４上に支持される乗員の身体が最良適合の身体配置に位置決めされるように、車
両座席６０４の最良適合の配置に車両座席６０４を配置するように作動する。空気システ
ムの調節７１０は、乗員支持システム６００の最適適合配置を確立するように、空気袋６
１１，６１２，６１３，６１４，６１５，６１６，６１７を使用して乗員に車両座席６０
４を適合させる。
【０１１９】
　空気システムの調節７１０は、図６１に示されるように、空気袋の膨張７１２と、袋内
の空気圧の感知７１４と、圧力が許容可能な範囲の外かどうかについての判定７１６と、
空気圧が許容可能な範囲内にある場合における袋内の空気圧の維持７１８と、空気圧が許
容可能な範囲の外にある場合における袋内の空気圧の修正７２０とを含んでもよい。ひと
たび袋内の空気圧が維持または修正されると、図６１の仮想線で示唆されるように、袋内
の空気圧が再度感知され得る。
【０１２０】
　一例として、ユーザは、図６２に示されるように、携帯端末１６に含まれるメモリに記
憶されたMicroFitアプリケーション５７４にアクセスすることにより、乗員支持システム
適合処理７００にアクセスして、使用する。MicroFitアプリケーション５７４が起動され
た後、グラフィカルユーザインターフェイス（ＧＵＩ）は、図６３および図６４に示され
るように、動作の一時モード６７４または継続モード６７５のいずれかを選択できること
を示してもよい。動作の一時モード６７４では、座席動作システム６２０によって空気シ
ステムの調節７１０が一度実行される。動作の継続モード６７５では、座席動作システム
６２０によって予め定められた間隔で継続的に空気システムの調節７１０が実行される。
【０１２１】
　一時モード６７４の例において、空気システムの調節７１０の間、袋内の空気圧の感知
７１４により、空気袋６１１，６１２，６１３，６１４，６１５，６１６，６１７の各々
の初期圧力が判定される。袋６１１，６１２，６１３，６１４，６１５，６１６，６１７
の空気圧は、必要に応じて維持または調節されてもよい。
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【０１２２】
　一例として、図６４に示されるように、袋内の空気圧の感知７１４は、空気袋６１１，
６１２，６１３，６１４，６１５，６１６，６１７の各々の相対的な圧力差を表示しても
よい。上方腰部袋６１１に関連付けられる第１の出力６１１Ｒは、許容可能な圧力範囲で
ある＋２の圧力差を表わし得る。中間腰部袋６１２に関連付けられる第２の出力６１２Ｒ
は、許容可能な圧力範囲を上回る＋１０の圧力差を表わし得る。下方腰部袋６１３に関連
付けられる第３の出力６１３Ｒは、許容可能な圧力範囲を下回る－５の圧力差を表わし得
る。左座席背部ウイング袋６１４に関連付けられる第４の出力６１４Ｒは、許容可能な圧
力範囲を上回る＋９の圧力差を表わし得る。右座席背部ウイング袋６１５に関連付けられ
る第５の出力６１５Ｒは、許容可能な圧力範囲を上回る＋１０の圧力差を表わし得る。左
座席底部ウイング袋６１６に関連付けられる第６の出力６１６Ｒは、許容可能な圧力範囲
より小さい－６の圧力差を表わし得る。右座席底部ウイング袋６１７に関連付けられる第
７の出力６１７Ｒは、許容可能な圧力範囲を下回る－５の圧力差を表わし得る。
【０１２３】
　これらの圧力信号は、その後、座席動作システム６２０に伝えられ、座席動作システム
６２０は、許容可能な圧力範囲の外にあるこれらの圧力差を許容可能な範囲内に調節する
ように加圧空気源６３２に命令する。一例として、図６５に示されるように、加圧空気源
６３２は、中間腰部袋６１２および座席背部ウイング袋６１４，６１５内の空気圧を下げ
、圧力差を許容可能な範囲に戻してもよい。加圧空気源６３２は、下方腰部袋６１３およ
び座席底部ウイング袋６１６，６１７の空気圧を高め、圧力差を許容可能な範囲に戻して
もよい。同時に、加圧空気源６３２は、既に許容可能な範囲にある上方腰部袋６１１の空
気圧を維持してもよい。
【０１２４】
　継続モードの例において、空気システムの調節７１０の間、袋内の空気圧の感知７１４
において、空気袋６１１，６１２，６１３，６１４，６１５，６１６，６１７の各々にお
ける初期圧力が判定されてもよい。袋６１１，６１２，６１３，６１４，６１５，６１６
，６１７内の空気圧は、必要に応じて維持または調整されてもよい。空気システムの調節
７１０では、全ての袋が許容可能な圧力範囲に維持されるように、予め定められた間隔で
空気システムの調節７１０を行い続けてもよい。
【０１２５】
　図６６に示唆されるように、MicroFitアプリケーション５７４は、ユーザが空気袋６１
１，６１２，６１３，６１４，６１５，６１６，６１７の各々の空気圧を調節し、予め定
められた許容可能な圧力範囲を書き換えることができる手動モードを含んでもよい。一例
として、ユーザは、上方腰部袋６１１には低い圧力、中間腰部袋６１２には高い圧力、下
方腰部袋６１３にはデフォルトの許容可能な圧力を望み得る。図６６に示されるように、
ユーザは、関連する制御部６１１Ｍ，６１２Ｍ，６１３Ｍ，６１４Ｍ，６１５Ｍ，６１６
Ｍ，および６１７Ｍを使用することにより、空気袋６１１，６１２，６１３，６１４，６
１５，６１６，６１７の各々の空気圧を手動で調節してもよい。
【０１２６】
　ある例示的な実施形態において、空気システム８０６は、加圧空気源８３２と、複数の
空気袋８１１，８１２，８１Ｎと、袋８１１，８１２，８１Ｎの各々に関連付けられる別
個の弁を有するマニホールド８３６と、複数の圧力センサ８３４，８３５，８３Ｎと、袋
８１１，８１２，８１Ｎの各々、加圧空気源８３２、および圧力センサ８３４，８３５，
８３Ｎの各々を相互に接続するように配置された空気管システム８３８とを含んでもよい
。袋８１１，８１２，８１Ｎの各々は、袋８１１，８１２，８１Ｎが別個に膨張および収
縮することができるように、空気管システム８３８に含まれる管によって加圧空気源８３
２に結合されてもよい。圧力センサ８３４，８３５，８３Ｎの各々は、袋８１１，８１２
，８１Ｎの各々における空気圧を同時に監視することができるように、管によって別個の
袋８１１，８１２，８１Ｎに結合されてもよい。圧力センサ８３４，８３５，８３Ｎから
の継続的な圧力信号は、座席動作システム６２０に送信されてもよい。これにより、座席
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動作システム６２０は、各袋８１１，８１２，８１Ｎ内の空気圧を継続的に許容可能な範
囲内に維持するように加圧空気源８３２に対して継続的に命令する。各袋８１１，８１２
，８１Ｎに別個の圧力センサ８３４，８３５，８３Ｎを設けることにより、各袋８１１，
８１２，８１Ｎ内の空気圧の制御が並行して行われ得る。
【０１２７】
　乗員支持システム１０００の他の実施形態は、図６９に線図で示されるように、構成制
御システム６０２と、車両座席６０４と、空気システム６０６と、予測システム１００２
とを含んでもよい。乗員支持システム１０００は、構成制御システム６０２を使用した初
期最良適合の配置への車両座席の配置６０４と、予測システム１００２を使用した車両の
予測未来位置の計算と、車両が予測未来位置を通過した場合に乗員を適切に支持するため
の車両座席６０４および空気システム６０６の両方の構成とを含む乗員支持システム予測
適合処理９００を行うように構成されてもよい。
【０１２８】
　予測システム１００２は、全地球測位衛星（ＧＰＳ）ユニット１００４とマップ化ユニ
ット１００６とを含んでもよい。一例として、ＧＰＳユニット１００４は、マップ化ユニ
ット１００６と通信するように結合され、車両の地球に対するリアルタイムの位置および
車両のリアルタイムの速度を判定するように構成されてもよい。ＧＰＳユニット１００４
は、リアルタイムの位置および速度をマップ化ユニット１００６に送ってもよい。マップ
化ユニット１００６は、マップ化ユニット１００６に含まれるメモリに記憶されたマップ
データを使用して車両の予測未来位置および速度を計算するために、リアルタイムの位置
および速度を使用してもよい。マップ化ユニット１００６は、対応する予測未来位置デー
タおよび予測未来速度データを座席動作システム６２０に送信するために、座席動作シス
テム６２０と通信するようにさらに結合され、車両座席６０４および空気システム６０６
は、車両座席６０４および空気システム６０６が予測未来位置および速度に適した最適適
合配置となるように調節され得る。
【０１２９】
　一部の実施形態において、座席動作システム６２０の座席制御部６４０は、乗員支持シ
ステム予測適合処理９００に含まれる乗員支持システムのステージ化９１２の動作の間、
構成制御システム６０２と通信してもよい。一例として、予測システム１００２は、車両
の天井に乗員の頭を接触させ得るような車両フレーム６１０に対して前方向への座席底部
６２６の移動を必要とする予測未来位置および／または予測未来位置データを座席制御部
６４０に伝えてもよい。結果として、座席制御部６４０は、座席底部の位置の所望の変化
を考慮に入れた新しい車両座席６０４の最良適合の配置を要求し得る。この場合において
、乗員支持システムのステージ化９１２は、修正された最適適合配置が判定され、通信ユ
ニット１８によって座席制御部６４０に戻されるように、修正された車両データを座席制
御部６４０が通信ユニット１８を介して遠隔コンピュータ１４に送信する再構成動作をさ
らに含んでもよい。
【０１３０】
　図６８に示されるように、乗員支持システム予測適合処理９００は、データの取得９０
２と、身体配置の計算９０４と、座席ソリューションの計算９０６と、車両座席の調節９
０８と、空気システムの調節９１０と、乗員支持システムのステージ化９１２とを例示的
に含む。上述のように、データの取得９０２、身体配置の計算９０４、座席ソリューショ
ンの計算９０６、車両座席の調節９０８、および空気システムの調節９１０は、車両座席
６０４の最適適合配置に車両座席６０４を配置するように動作し、これにより、乗員と車
両座席６０４との間の接触圧力を最小限にしながら乗員の身体を最良適合の身体配置にす
る。乗員支持システムのステージ化９１２は、未来速度で未来位置を車両が通過すると乗
員が支持されるように車両座席６０４および空気システム６０６を配置してもよい。
【０１３１】
　乗員支持システムのステージ化９１２は、実際の車両位置の判定９１４、実際の車両速
度の判定９１６、車両の予測未来位置の計算９１８、車両の予測未来速度の計算９２０、
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予測座席ソリューションの計算９２２、車両座席の調節９２４、空気システムの調節９２
６、乗員支持システム１０００の最適適合配置の確立９２８の動作を含んでもよい。一例
として、ユーザは、携帯端末１６に含まれ得るメモリに記憶されるGPSFitアプリケーショ
ン５７６にアクセスすることにより、乗員支持システム予測適合９００にアクセスし、使
用してもよい。GPSFitアプリケーション５７６が起動された後、ＧＵＩは、車両座席６０
４の初期配置と、空気システム６０６と、車両１００１の位置ならびにそれを取り囲む道
路および地勢を示すマップ１０４８とを表わしてもよい。GPSFitアプリケーション５７６
を起動することにより、乗員支持システム予測適合９００が乗員支持システムのステージ
化処理９１２を開始してもよい。
【０１３２】
　予測システム１００２は、図６９に示唆されるように、天候データおよび／または交通
データを取得するように構成され得るデータ受信部１００８を含んでもよい。データ受信
部１００８は、座席動作システム６２０に天候および／または交通データを提供し、車両
座席６０４に着座する乗員が天候データおよび交通データに関連付けられる天候および交
通の状態に対して適切に対応できるように位置決めされるように車両座席６０４および空
気システム６０６の動きを変化させるべく、座席動作システム６２０に結合されてもよい
。
【０１３３】
　使用の例において、ユーザは、乗員支持システム予測適合９００を開始させるGPSFitア
プリケーションを起動させる。図７１に示されるように、車両１００１は、道路１０１２
の比較的直線的な部分１０１０に沿って走行し得る。乗員支持システムのステージ化９１
２は、通常の運転状態に適した初期最適適合配置にある車両座席６０４および空気システ
ムから開始される。一例として、図７１に示されるように、横方向の支持出力１０５１は
、横方向の支持が２０％で開始される事を示し、リクライニング角度出力１０５２は、リ
クライニング角度が２５度であることを示し、クッション傾斜出力１０５３は、クッショ
ン傾斜が－３度であることを示し、トラック位置出力１０５４は、トラック位置が１００
ｍｍであることを示す。
【０１３４】
　乗員支持システムのステージ化９１２は、予測未来位置の計算９１８および予測未来速
度９２０の計算を行ってもよく、ＧＰＳユニット１００４およびマップ化ユニット１００
６が先を見て、図７２に示されるように道路１０１２の湾曲部分１０１４に車両１００１
が入ることを計算する。予測システム１００２は、図７２に示されるように、予測未来位
置および速度を座席動作システム６２０に提供してもよく、これにより、トラック位置出
力１０５４に示されるように車両座席６０４のトラック位置が１００ｍｍから９５ｍｍに
動かされ、クッション傾斜出力１０５３に示されるように座席底部６２６のクッション傾
斜が－３．０度から－１．０度に上げられ、リクライニング角度出力１０５２に示される
ように座席背部６２８のリクライニング角度が２５度から２７度に上げられ、同時に、横
方向の支持出力１０５１に示されるように横方向の支持が２０％から４０％に上げられる
。車両１００１が湾曲した部分１０１４に居る間、予測システム１００２は、新しい予測
未来位置および速度を提供する。
【０１３５】
　新しい予測未来位置および速度は、図７３に示されるような大きな右カーブ１０１６に
関連付けられる。その後、予測システム１００２は、第３の新しい未来位置および速度を
座席動作システム６２０に送信し、トラック位置出力１０５４に示されるように車両座席
６０４のトラック位置が９５ｍｍから９０ｍｍに動かされ、クッション傾斜出力１０５３
に示されるように座席底部６２６のクッション傾斜が－１．０度から＋１．０度に上げら
れ、リクライニング角度出力１０５２に示されるように座席背部６のリクライニング角度
が２７度から２９度に上げられ、同時に、横方向の支持出力１０５１に示されるように横
方向の支持が４０％から４５％に上げられる。
【０１３６】
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　予測システム１００２は、その後、図７４に示されるような道路１０１２における他の
左折１０１８に関連付けられ得る他の新しい予測未来位置および速度を計算してもよい。
予測システム１００２は、その後、図７４に示されるように、新しい予測未来位置を座席
動作システム６２０に送信し、これにより、車両座席６０４は、トラック位置出力１０５
４に示されるようにトラック位置を９０ｍｍに維持され、クッション傾斜出力１０５３に
示されるように座席底部６２６のクッション傾斜が＋１．０度から＋３．０度に上げられ
、リクライニング角度出力１０５２に示されるように座席背部６２８のリクライニング角
度が２９度に維持され、同時に、横方向の支持出力１０５１に示されるように横方向の支
持が４５％から１００％に上げられる。
【０１３７】
　最後に、予測システム１００２は、図７５に示されるような道路１０１２における、さ
らに他の直線的な部分１０２０に関連付けられる他の新しい予測未来位置および速度を計
算してもよい。図７５に示されるように、最新の予測未来位置および速度は、その後、座
席動作システム６２０に送信され、トラック位置出力１０５４に示されるように車両座席
６０４のトラック位置が９０ｍｍから１００ｍｍに上げられ、クッション傾斜角度１０５
３に示されるように座席底部６２６のクッション傾斜が＋３．０度から－３．０度に下げ
られ、リクライニング角度出力１０５２に示されるように座席背部６２８のリクライニン
グ角度が２９度から２５度に下げられ、同時に、横方向の支持出力１０５１に示されるよ
うに横方向の支持が１００％から２０％に下げられる。車両１００１は、第２の直線的な
部分１０２０に残るため、座席動作システム６２０は、図７５に示されるような車両座席
６０４および空気システム６０６の構成を維持し得る。
【０１３８】
　予測システム１００２は、座席制御部６４０によって車両データをアップデートさせて
もよい。予測システム１００２のマップ化ユニット１００６が予測未来位置および速度を
座席制御部６４０に対して提供し、車両フレームまたは防風シールドに対する特定の位置
に乗員の目を配置する結果として、予測システム１００２は、車両座席６０４の動きに対
して一層の制限を加えてもよい。一例として、交通または天候データは、乗員の目の位置
を高く上昇させて視認性を向上させることを要する、視認性の向上を示唆してもよい。結
果として、車両座席６０４の修正された最良適合の配置として異なる一組の調節支持が必
要となり得て、これにより、身体配置の計算９０４、座席ソリューションの計算９０６、
および車両座席の調節９０８がアップデートされた車両データを使用して再度開始される
。
【０１３９】
　乗員支持システム４００，６００，８００，１０００は、有用性を向上させる。第１に
、 通信ユニット１８および車両座席４０２，４０４，６０４は、乗員の車両座席および
／または車両内の１つ以上のセンサによって提供されるデータに基づき、乗員に対するさ
らにカスタマイズされた座席の適合を容易にする。このカスタマイズされた座席適合は、
選択的に継続的に提供することができる。第２に、乗員の座席の適合をカスタマイズする
ために使用されるデータは、乗員の代わりとして、専門の人員による手動での乗員の寸法
の測定、およびカスタマイズされたコンピュータアプリケーションへのデータの入力によ
って生成され、これにより、実施の容易性が向上する。第３に、乗員支持システム４００
，６００，８００，１０００は、乗員の車両の位置のＧＰＳ検知、および車両道路構成お
よび／または状態へのマップ化に基づいて、感知および／または予測された未来の物理的
状態を相殺することができ、予測される車両の操作と速度を乗員の座席体感が相殺するこ
とを目標とする。
【０１４０】
　具体的な実施形態の記載は、本開示を限定することを意図したものではない。反対に、
当業者は、本開示の範囲から逸脱することなく採用され得る多くの変形例や均等物がある
ことを理解するであろう。これらの均等物および変形例は、本開示に含まれることが意図
される。
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【０１４１】
　本実施形態の様々な開示に関する以下の記載において、その一部を構成する図面が参照
され、その図面には、実施され得る本開示の様々な実施形態が一例として示される。他の
実施形態も使用され得て、本発明の範囲および精神から逸脱することなく構造的および機
能的な変更ができることが理解される。
【０１４２】
　さらに、以下の記載において、構成要素間の様々な接続が規定されることを理解された
い。しかし、これらの接続は、一般的に、および特に指定されない限り、直接的または非
直接的、永久的または一時的、および専用または共有のものであり、この明細書は、この
点について限定することを意図したものではない。
【０１４３】
　本開示は、上記の具体的な実施形態と併せて記載されたが、多くの代替例、変更、およ
び変形が当業者にとって明らかであることは歴然としている。このため、本開示の様々な
実施形態は、上記のように、例示を意図したものであって、限定を意図したものではない
。本開示の精神および範囲から逸脱することなく、様々な変形を行ってもよい。
【０１４４】
　加えて、様々な本開示の実施形態において記載された様々な構成要素に関して記載され
た機能は、本開示の構造がここに明示的に記載されたものよりも幾分異なるように結合ま
たは互いに分離されてもよい。さらに、特に指定されない限りは、例示された順序で方法
の動作が行われる必要はないことを理解すべきである。このため、当業者は、１つ以上の
代替的な順序で、および／または同時に一部の動作が行われ得ることを認識するであろう
。
【０１４５】
　さらに、本開示の少なくとも１つの実施形態に基づき、システムの構成要素は、併せて
、または別個に実施され得て、開示されたシステムの構成要素の一部または全てのうちの
１つ以上があることを理解されたい。さらに、システムの構成要素は、専用のシステムで
あってもよく、このような機能は、ソフトウェアでの実施を介して汎用機器上で行われる
仮想システムとして実施されてもよい。
【０１４６】
　様々な本開示の実施形態の有用性については、販促的な内容の配布に関連付けて記載し
たが、配布される情報は販促的な内容に限られず、非販促的な内容も含まれる。
【０１４７】
　結果として、当業者にとって、記載された例示的な実施形態は単に例であって、添付の
請求項に規定される本開示の範囲内で様々な変更ができることは明らかである。
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